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旭山動物園･前園長　小 菅　正 夫

　最近、動物を虐待したり、殺してしまったりするような事件を耳にする機会が増えてきたよう

な気がする。動物虐待の先に児童虐待や些細なことでの殺人があるとも言われているが、その通

りだと思う。そして、そのような事件が起こるたびに、教育現場では、子どもたちに命の大切さ

を教えなければならないと頭を悩ませている。実際に、「命を大切にしましょう」とか「かけが

えのない命」といった命に関する標語が社会にはあふれている。でも、命を教えることができる

のだろうか。命という言葉はみんな知っているが、子どもに「命って何、どんなもの」と聞かれて、

答えられる人がいるだろうか。誰も答えられないと思う。

　以前、職員がニワトリを抱いて幼児に翼や足などを触らせながら話をしていた時のことだ。後

ろの方でその様子をじっと見ていた中学生が、「私も触っていいですか」と近寄ってきた。そして、

鶏冠に手を触れた途端、驚いて手を引っ込めて「あったかい」と言った。私は「君はどうして驚

いたの。ニワトリが温かいことを知らなかったの」と尋ねると、その中学生は「いえ、知ってい

ます。ほ乳類と鳥類は恒温動物ですから体温があります」と答えた。彼は、ニワトリが温かな生

きものであることは頭で知っていても、実際には解っておらず、知識と認識とに乖離があるとい

うことだろう。

　一方で、死がどういうものかを体験する機会が失われてしまっている。死も命と同じで、言葉

としては知っているはずだが、自らが体験することはできない。ただ、死の実感は、死んだもの

と自分との関わりによって違ってくる。身近であればあるほど衝撃は強く、疎遠であればあるほ

ど何も感じない。知らない人の死よりも身近な動物の死の方が圧倒的に強い精神的な苦痛をもた

らすということは、死の衝撃は命の質ではなく、命の距離によって変わるものだ。

　人は、自分が愛するものの死によって、失われたら絶対に取り戻すことのできないものである

ことを実感し、それで “命はかけがえのないものである” ことを認識するのだと思う。そして、

命を失った肉体は、そのまま朽ち果てるしかない。そのことを知ってはじめて、生きていること

のすばらしさ、命のありがたさを実感できるのだと思う。

　ところで、我々はどうしてこの世に存在しているのだろうか。当たり前のことだが、それは両

親から命を受け継いだからだ。そして、その両親もまた、それぞれの両親から命を受け継いできた。

というように、命をどんどん過去にさかのぼっていくと、ヒトとチンパンジーの共通祖先を通り

過ぎ、さらにずっとずっと辿っていくと、ついには 40 億年前と言われている地球上のどこかで

命を伝える

エ ッ
セ イ
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スマトラのゾウ使いと一緒にゾウに乗る筆者（中央）＝ 2010 年４月

起きた奇跡＝生命の誕生にまで行き着くのだ。その間、気の遠くなるような命のバトンタッチを

無数の生きものが自分に向けて続けてくれたから、我々一人一人が、今この地球上で生きている

のだ。どこかで、一回でも命のバトンタッチが失敗していたら、その先の生きものは存在しない。

命は生きものの営々としたバトンタッチによってしか存在できないのだ。肉体は命の入れ物。命

は入れ物に、肉体が滅ぶ前に次の入れ物を用意しておくことを命ずる。その命に応じている瞬間

が、生きもののもっとも輝いているときだ。そのことは、ヒトもチンパンジーも、いやヘビやク

モやゲジゲジもみな同じことで、今地球上に生きている生きものはすべて同じ奇跡を生き抜いて

きた同志だということだ。

　オランウータンを見てみよう。オランウータンは他のどの動物とも似ていない。オランウータ

ンは強力な握力を持っていて、食べ物を求めて木から木へと移動していくことができる。そのた

めにがっしりとした上半身に長く太い腕を持っているのだ。オランウータンが最も活き活きとし

ているのは、その瞬間だ。そして、毎日、毎日、自分の持って生まれた能力を発揮して、健康に

生きるという目的を達成しながら、交尾し、出産し、子を育て、確実に命を継代していく時間が、

まさに命が輝いているとき、つまり、オランウータンの最も幸せな時なのだ。

　命を知り、生きている意味を考え、多くの動物たちの生き様を見ることによって、我々人間も

特別な存在ではなく、動物たちと同じ「命の入れ物」であることに気付くだろう。そのためにも

多くの人々に命の本質を伝え続けなければならないと考えている。
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写真１�　多発性関節炎を発症したミニチュア・
ダックスフント。四肢の関節が破壊され、
起立することができない。

表１�　非感染性関節炎

びらん性多発性関節炎
◦関節リウマチ
◦多発性関節炎
◦骨膜増殖性多発性関節炎　他

非びらん性多発性関節炎
◦全身性紅斑性狼

ろう

瘡
そう

（ＳＬＥ）
◦多発性関節炎•多発性筋炎症候群
◦多発性関節炎•髄膜炎症候群
◦特発性多発性関節炎（感染•胃腸障害•腫瘍） 他

犬にもリウマチ？ 炎症性関節症とは

 はじめに
　関節リウマチとは関節破壊をきたす進行性の関節炎ですが、近年の
診断基準の更新やそれにともなった治療指針の改良、そしてなにより
生物学的抗炎症療法の開発によって、人では治らない疾患から維持で
きる疾患に変わりつつあります。
　臨床獣医学の進歩と伴侶動物の高齢化に呼応するように、犬でも比
較的多く関節炎がみられるようになりました。これは、純血の動物の
飼育数が多くなったために品種固有の病気として発現する場合や生活
様式・環境の変化もその原因と考えられています。
　犬においても跛

は

行
こう

※１が命を奪うことはほとんどありません。しかし、跛
は

行
こう

はその動物の生活の質や飼主と動
物との関係を悪化させる重大な病態です。関節リウマチをはじめとする関節炎は、生涯完治することがない慢
性的な跛

は

行
こう

を発現させます。リウマチ学が大きな課題であるヒトの整形外科学での莫大な情報と比較して、犬
の関節炎に関する情報は極めて限られており、その診断・治療についてガイドラインがあれば？と考える先生
も多いのではないでしょうか。

 関節疾患の分類：関節リウマチとは？
　関節疾患は、炎症性および非炎症性に大別されます。非炎症性のも
のには慢性、非感染性関節症の変形性関節症等が、炎症性のものには
感染性あるいは非感染性関節炎が分類されます。炎症性関節症（＝狭
義の「関節炎」）とは滑膜に原発性の炎症を有する病態で、その中でも
非感染性関節炎は、著しい関節構造破壊が誘発されるびらん性関節炎
と滑膜炎は重度であるが関節構造には最小限の破壊しかおこらない非
びらん性関節炎に分けられます（表１）。
　非びらん性関節炎には、全身性紅斑性狼

ろう

瘡
そう

※２、多発性関節炎・多発性
筋炎、特発性多発性関節炎、薬物誘導性多発性関節炎などが含まれます。一方、びらん性関節炎には、関節リ
ウマチ、犬種特異的な多発性関節炎、骨膜増殖性多発性関節炎などが含まれます。これらの関節炎では主に滑
膜に原発的に初期病変が発現し、その炎症発現には罹患動物の免疫機構が介在しています。ただし、これらの
関節炎のほとんどが同様の臨床症状を呈するために、それらの診断・分類は困難です。
　以上のように、いわゆる関節炎（炎症性関節症）は非炎症性および炎症性関節症の両者を含むと考えられま
すが、狭義の関節炎とは、炎症性関節症を示しています。

 非感染性関節炎の分類と発病機序
　犬では、“関節リウマチ”と診断される炎症性関節症が多いように思われます。しかし、そのすべてが必ずしも
“それ”にあたらないのもまた事実です。ヒトの炎症性関節症の原因は300以上あるとされています。前述の通り、
多くの関節炎の炎症発現機構には免疫系が関係しており、それらに対するいわゆる抗リウマチ治療は一定の効

北海道大学 大学院獣医学研究科

奥 村　正 裕
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写真2�　炎症性関節症の所見
左：関節構造の破壊された肘関節（X線所見）
右：膝関節内の炎症性滑膜（著しい絨毛性増殖）

図１　関節炎の発症機序 図２　関節炎の悪化機構

図３　関節炎診断の第一歩

果をあげるのも事実です。一度非感染性びらん性（多発性）関節炎を発症
すると、滑膜炎症性の反応を示して肥厚し、増生滑膜様組織（パンヌス）
が関節構造である軟骨および骨を著しく侵食していきます（写真２）。
　非びらん性あるいはびらん性非感染性関節炎に分類される関節炎
は、主に滑膜において初期病変が発現します。初期段階の滑膜では、滑
膜支持構造中の微小血管内皮細胞が傷害され、それら内皮細胞間に間
隙が形成されます。このいわゆる“血液・滑液関門”の破綻により、全
身血流中に存在する滑膜炎誘発因子が関節内に侵入します。この滑膜
炎誘発因子が抗原となり、滑膜に免疫介在性の慢性炎症を誘導するの
です。最も一般的な滑膜炎誘発因子（抗原）は、感染微生物であろうと考えられています。滑膜炎誘発因子（抗
原）は、比較的容易に滑膜に侵入しますが、通常はすぐに排除されて滑膜炎は最小限で解消され、臨床症状の
発現はありません。ごく稀な場合においてのみ滑膜炎誘発因子（抗原）が滑膜内に残存し、慢性変化としての
滑膜炎へと移行すると考えられています（図１）。
　慢性滑膜炎への次の段階は、免疫複合体の産生と白血球系細胞によるその貪食です。免疫複合体は滑膜や滑液
中に補体を誘導し、定着させます。この後、補体カスケード反応が組織損傷させ、多形核白血球を関節内に誘導
します。多形核白血球は、免疫複合体を貪食し、さらなる組織傷害を誘導する生理活性物質の放出を促進させま
す。これら一般的な炎症誘導反応が、何らかの理由で持続した場合に、慢性炎症性関節症が発症します。炎症誘
導反応の原因は、持続的な抗原刺激、あるいは抗原刺激が消失した後の正常な炎症消退機構が障害されることに
よって起こります（図２）。また、初期の関節構造物の破壊によって生じた自己抗原に対して、自己抗体が形成

され、免疫複合体が持続的に存在することにより、慢性炎症へと移行する場合もあります。一般的にみられる自
己抗体は、リウマチ因子（自己のIgGに対する自己IgM抗体）や抗核抗体（DNAなど核成分に対する抗体）です。
　犬の慢性滑膜炎における細胞性免疫反応は、人のそれとほぼ同様に重要な病原機構と考えられています。滑
膜内にリンパ球と単球を主体とする細胞浸潤がみられます。特に、持続的な抗原刺激に対する慢性細胞性免疫
応答とみられるＢリンパ球によるリンパ様濾胞形成がみられます。

 関節炎の診断
　関節炎の診断は、一般身体検査、跛

は

行
こう

検査、整形外科学的検査だけでなく、多くの臨床病理学的裏づけによって
なされます。非感染性多発性関節症の場合には、通常６関節以上の関節が左右対称性に、ほぼ同時に障害を受け
ます（図３）。
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図４　血清タンパク分画像
A ～ Cが炎症極期の像。Dは慢性に移行し、関
節が破壊された一方、急激な炎症反応はなくな
っている。

A B

C D

写真3　滑膜炎の所見（膝関節）
左：滑液の増量　右：著しい滑膜炎

図５　滑液検査所見の分析
出典：Manual of Small Animal Arthrology

（Ed. by J.E.F. Houlton, 1994）より　　PMN：多形核細胞

図６　関節炎と疑ってからの診断フローチャート

図7�　炎症性疾患を疑ってからの診断フローチャート

　一般血液学的検査では、慢性疾患としての軽度の貧血がみられます。
白血球は、好中球増多およびその左方移動がみられ、その他、フィブ
リノーゲンの増加など非特異的炎症性変化がみられます。血液生化学
的検査では、血清総タンパク量の増加とγグロブリン分画の増加がみ
られます。炎症増悪期には、αグロブリン分画の著しい増加がみられ
ます（図４）。また、CRPの値も比較的滑膜の炎症を初期から捉えるこ
とができると考えられています。
　血清アルカリフォスファターゼ、アラニンアミノトランスフェラー
ゼ、アスパラギン酸トランスフェラーゼの上昇もみられます。まれに、
血清総タンパク量の減少がみられますが、これは全身性免疫介在性疾
患による腎臓障害により、タンパクが尿中へ漏出するためと考えられ
ています。罹患関節のＸ線検査では、関節周囲軟部組織の浮腫、軟骨
下骨の侵食、二次性骨棘の形成など、重度滑膜炎および関節破壊を示
唆する所見がみられます。
　滑液や滑膜の生検では、特徴的な所見がみられます（写真３）。滑液
の分析では、滑液の増量、滑液中タンパク量の増加および滑液中細胞
数の増加（12％以上が多形核細胞）がみられます（図５）。さらに、滑
膜生検およびその組織検査では、リンパ球とおよび単球の浸潤、Ｂリ
ンパ球によるリンパ様濾胞形成等がみられます。滑液や血液の培養結
果が感染性と非感染性の鑑別に有用な場合もあります。
︲関節炎と疑ってからの診断フローチャート（図６）
︲炎症性疾患を疑ってからの診断フローチャート（図７）
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表２�　犬で報告されている関節リウマチ診断基準

D.Bennett（1987）の基準（米RA学会（1958改訂）に準拠）
① 休息後の硬直
② １カ所以上の関節に運動時疼痛または圧痛
③ １カ所以上の関節の腫脹
④ ３ヶ月以内に別の関節の腫脹
⑤ 対称性関節腫脹
⑥ 皮下結節※� 　※イヌでは皮下結節はまれである
⑦ リウマチ様関節炎を示唆するX線写真（関節崩壊など）
⑧ リウマチ因子等の血清学的証拠
⑨ 滑液の異常
⑩ 滑膜の特徴的組織学的変化
　 �著しい絨毛性肥厚・滑膜表層細胞の増殖・著しい慢性炎症性

細胞浸潤（リンパ球と形質細胞主体）・細胞壊死巣、表層また
は間質への密なフィブリン沈着のうち3つ以上に該当

⑪ 皮下結節の特徴的組織学的変化

典型的な関節リウマチ：7つ以上を満たすこと
（⑦,⑧,⑩のうち2つ以上を満たすこと）

表３�　米RA学会（1987改訂）の基準：ヒト

米RA学会（1987改訂）の基準：ヒト
① 少なくとも１時間以上持続する朝のこわばり
　 （６週間以上持続）
② ３領域以上の関節の腫脹
　 （６週間以上）
③ 手、中手指関節、近位指関節の腫脹
　 （６週間以上）
④ 対称性関節腫脹
⑤ 手・指のＸ線変化
⑥ 皮下結節
⑦ リウマチ因子陽性

典型的な関節リウマチ：４つ以上を満たすこと

**�新規の治療法の確立により、早期かつ正確な診断基準の
策定が必要となっている

 犬の関節リウマチ
　関節リウマチ（Rheumatoid Arthritis:RA）は、複数の関節に同時に発生する慢性進行性のびらん性炎症性関
節症です。一般に品種や性別による偏りは見られていないとされていますが、マルチーズやミニチュアダックス
フントでみられる病変は激しい病態を示すことがしばしばみられます。原因は不明ですが、免疫介在性と考え
て間違いありません。抗原は変化した宿主のIgGとIgMであり、それにより生じる免疫複合体は滑膜に沈着し、
炎症反応を開始します。その後、滑膜細胞の増殖、繊毛性の肥厚、軟骨面状のパンヌス形成、軟骨と軟骨下の
骨の破壊、関節の腫脹、側副靭帯の断裂などが続きます。結果として関節は機能しなくなり、いわゆる関節破
壊の状況となります。滑膜は全体的に変色し、浮腫性となり、うっ血して肥厚する。フィブリンの沈着物を含
んでいることもあります。肉芽組織のパンヌスは関節の辺縁部から発生し、関節軟骨を覆うようになり、軟骨
が原線維化し、また潰瘍化します。
　臨床症状は、休息後の硬直、跛

は

行
こう

あるいは歩行困難などさまざまです。関節周囲の軟部組織の腫脹と滑液量増
加のために関節は全体的に腫大します。関節は不安定になり、明らかな変形と湾曲を伴うこともあります。手
根関節、膝関節、肘関節、股関節及び足根関節に起こりやすいですが、中でも手根関節、足根関節、指節間関
節に最も起こりやすいと考えられています。初期から中期には全身性の症状（発熱、傾

けい

眠
みん

※３、食欲不振など）が
認められますが、慢性期には全身性症状は認められないことが多い一方、慢性化にともなって関節の構造骨軟
骨の崩壊、関節の弛緩過剰、亜脱臼・脱臼、変形が発現します。関節周囲の骨増殖と関節周囲軟部組織の石灰
化がみられ、全身的な筋肉の萎縮が顕著となることもあります。
　関節リウマチの典型的なX線所見は軟骨下骨のびらん、関節腔の拡大、関節周囲の腫脹、骨端あるいは関節構
成骨の潰瘍と骨端稜骨濃度の消失などがあげられます。関節構造の破壊性病変は一般に進行性で、軟骨下骨あ
るいは関節近傍骨で生じます。滑液は黄色く混濁していることが多く、その量も著しく増加します。粘稠性は低
くなり、有核細胞数は著しく増加し、その構成細胞の大多数は変性していない好中球です。滑膜生検では、一般に
滑膜の繊毛性肥厚、滑膜細胞の増殖およびリンパ球とプラズマ細胞の浸潤が認められます。免疫蛍光法では滑膜
を裏打ちする細胞、血管壁及び細胞外組織にIgGやIgMの複合体が証明されます。細菌培養は、通常陰性です。
　関節リウマチに罹患したイヌの60%程度がリウマチ因子陽性になる一方、非リウマチ性疾患ないしは正常の
イヌでもリウマチ因子陽性となることもあります。関節リウマチを発症したイヌのほとんどで、抗核抗体は認
められません。このような状況下で、Bennett（1987：現グラスゴー大学獣医学部附属小動物教育病院長）が示
したイヌの関節リウマチ診断基準は、一般にヒトにおける基準（米リウマチ学会：1958改訂）を参考にして作
成されたものでした（表２：Bennett,1987）。ヒトでは、その後、改訂米リウマチ学会基準（表３：1987改訂）
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関節病変
中・大関節に１つ以下の腫脹または疼痛関節あり ０点
中・大関節に２～10個の腫脹または疼痛関節あり １点
小関節に１～３個の腫脹または疼痛関節あり ２点
小関節に４～10個の腫脹または疼痛関節あり ３点
少なくとも１つ以上の小関節領域に10個を超え
る腫脹または疼痛関節あり ５点

血清学的因子
RF、ACPAともに陰性 ０点
RF、ACPAの少なくとも１つが陽性で低力価 ２点
RF、ACPAの少なくとも１つが陽性で高力価 ３点
滑膜炎持続期間
＜６週 ０点
≧６週 １点
炎症マーカー
CRP、ESRともに正常 ０点
CRP、ESRのいずれかが異常 １点

表４　米リウマチ学会（ACR）と欧州リウマチ学会（EUL
AR）の新リウマチ診断基準スコア
中・大関節：肩関節、肘関節、股関節、膝関節、足関節
小関節：�手根関節、指関節、第２～第５中手指 関節、

第１指関節、手関節
血清学的因子：陰性＝正常上限値以下
　　　　　陽性・低力価＝正常上限値の1 ～ 3 倍まで
　　　　　陽性・高力価＝正常上限値の3 倍より大

にみられるように基準が簡素化され、2009年に米リウマチ学会
と欧州リウマチ学会が新基準を公表しました。この基準による
と、表４に示した基準スコアを合計し、スコアの合計が６点以
上である症例は、「RA 確定例（definite RA）」と診断されます。
基本的には、できるだけ早期に関節リウマチを検出することに
主眼がおかれ、多発性炎症性関節炎の所見が少しでもみられた
ら治療を開始するようにデザインされたものです。これは、ヒ
トの関節リウマチ治療の進歩と関連が深く、いわゆる生物学的
製剤（抗炎症性サイトカイン療法）が一般的に用いられるよう
になったためで、この製剤によって決定的に病気を抑えること
ができ、関節機能保護の観点からその早期使用を理由付けるも
のといえます。犬では、ヒトで全身投与されるような生物学的
製剤（リウマチは全身疾患です）は、著者の知る限り上市され
ていません。唯一、関節内投与用の製剤が変形性関節症にとも
なう炎症抑制のために開発・販売されているものがある程度で
す。犬では関節リウマチは著しく進行性であり、特異的な治療
法はなく、さまざまな薬剤による治療が経験的に行われている
のが現状です。完治は難しく、治療にかかわらず跛

は

行
こう

と強直は
持続することが多くみられます。

 関節症における消炎治療の概要
　非感染性関節炎の憎悪機構には免疫系が介在していることが多いため、その免疫反応を制御して滑膜炎を緩
和することおよび臨床症状の改善が治療の目標です。非感染性関節炎は多くの全身的な自己免疫疾患と同様に
免疫抑制療法により症状の改善がみられ、その後投薬量の漸

ぜん げん

減や休止が可能となる場合もあります。関節炎の治
療では、原因の排除により緩解するものもあれば、投薬を継続する必要があるものもあります。基本的には、炎
症制御と免疫抑制を目的に投薬が行われます。滑膜炎を制御する場合には、非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）
あるいはステロイドが使用されます。
　全身性紅斑性狼

ろう そう

瘡（SLE）や多発性関節炎・多発性筋炎など多くの非びらん性多発性関節炎の治療には、プ
レドニゾロン単独あるいは免疫抑制剤との併用投与が行われます。関節リウマチなどびらん性多発性関節症の
治療には、プレドニゾロン単独、あるいは金製剤など抗リウマチ薬との併用療法が用いられます。一般的には、
プレドニゾロンの免疫抑制容量投与により治療を開始し、その後何らかの抗リウマチ薬で置き換える治療法が
とられます。抗リウマチ薬として、金製剤、ブシラミン、メトトレキセートなどが使用されます。
　薬物により、滑膜の慢性炎症が解消されない場合には、対症療法的あるいは救済的な外科手術が選択される場
合があります。関節機能が残存する場合には、炎症性に増生した滑膜を除去する滑膜切除術が行われます。関
節破壊が進行し、関節機能の回復が見込めない場合には、疼痛緩和あるいは関節機能の回復を目的に、関節全
置換術、切除関節形成術あるいは関節固定術等が実施されます。
　以上のように、関節炎（狭義）は変形性関節症など非炎症性関節症とは異なるコンセプトでの治療が必要と
されます。特に、NSAIDsとステロイドの使用においては、両者を厳密に分類して考える必要があります。

 小動物における関節リウマチ治療と抗リウマチ薬（DMARD）
　関節リウマチの治療を考える上で重要なのは、何について治療的な作業を行うかということです。多くの情
報と治療ツールが存在するヒトでは、どうでしょうか？図８にそれを示しました。病態の動向によって、多く
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図８�　ヒトにおける関節リウマチ治療 図９�　小動物における関節リウマチ治療　黒矢印が現実的治療法

表５�　犬における一般的な抗リウマチ薬物療法

１．対症療法が主流
　－プレドニゾロン（2－4mg/kg）の投与
　－プレドニゾロン漸減量の連日・隔日投与
　－プレドニゾロン最低投与量で可能なら休薬

２．免疫抑制剤の併用
　－アザチオプリン（2－4mg/kg）の投与
　その他：
　金製剤（金チオリンゴ酸ナトリウム）
　シクロフォスファミド
　MTX

３．DMARDsとの併用
　－ブシラミン（3－5mg/kg）の投与
　その他、レフルノミドの使用が報告されている。

図10�　米国関節リウマチ学会治療ガイドライン（ヒト）（2002）
この考え方が、2009年に欧米で確立された診断基準の基礎となった

の治療的手技が存在しています。特に、生物学的製剤による抗サイトカイン療法は著しい効果をあげており、そ
のために、上述の旧来からの診断基準による“のんびりした”診断ではその効果を存分に発揮させることができ
ず、初期診断への道筋が検討されるに至っています。それでは、犬ではどうでしょうか？図９に同様に病態と
治療手法を示しました。残念ながら、病気の理解と同様に治療ツールは非常に限られ、それらを有効に使用す
るための基礎的な情報も欠如しています。教科書には、古典的な免疫抑制剤の使用に関するガイドラインが示
されているだけです。しかし、長期間にわたる関節リウマチ治療（NSAIDs/低容量コルチコステロイド）では
病気の進行を防ぐことができないと考えられています（表５）。
　ヒトにおける抗リウマチ治療では、早期から積極的な病態改善を目指した抗リウマチ薬（DMARDs）の使用
が推奨されています（図10）。このDMARDsには、レフルノマイド，メトトレキセート（MTX）、ヒドロキシ
クロロキン、スルファサラジン、金製剤、ペニシラミン、アザチオプリン、テトラサイクリンなどが含まれま
す（表６）。特に、エタネルセプト、インフリキシマブなど炎症性サイトカインをターゲットにした生物学的製
剤による抗炎症療法は著しい成果をあげています（表７）。しかし、小動物領域では、前述の古典的免疫抑制療
法以外に有効な情報はありません。一般的に、症状の発覚から正確な診断がなされて炎症が一応終息するまで
の平均的期間とされる「８～９か月の治療開始遅れ」によって罹患関節の機能的予後に有意な差がでるとされ
ています。小動物においても、早期診断だけでなく、有効な薬物療法に関する情報が不可欠です。
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表６�　ヒトにおける抗炎症薬と対症療法的抗リウマチ薬（DMARDｓ）

1.炎症を抑え、痛みを止める薬（抗炎症剤）
非ステロイド系抗炎症剤（ＮＳＡＩＤｓ）
◦非選択的Ｃｏｘ抑制剤
◦Ｃｏｘ-２選択的阻害剤＊
◦副腎皮質ステロイド剤

2.リウマチの進行を遅らせる薬
　　　　　　　　　　（疾患修飾性抗リウマチ剤 ＤＭＡＲＤｓ）
◦免疫調節剤　金チオリンゴ酸ナトリウム（シオゾール）
　オーラノフィン（リドーラ）
　Ｄ－ペニシラミン（メタルカプターゼ）
　ブシラミン（リマチル）
　サラゾスルファピリジン（アルザルフィジン）など
◦免疫抑制剤　メトトレキセート（リウマトレックス）
　ミゾリビン（ブレディニン）
　レフルノミド（アラバ）
　シクロスポリン（ネオーラル）＊
　タクロリムス（プログラフ）＊など
＊は日本では未承認。（　）内はおもな商品名

表７�　ヒトにおける関節リウマチに対する生物学的製剤

・抗TNFα薬剤
　　インフリキシマブ（レミケード）抗・TNFα抗体 
　　エターネルセプト（エンブレル）
� 可溶性ＴＮＦtypeⅡ受容体 
　　アダリブマブ（ヒューミラ）
� ヒト型抗TNFαモノクロナール抗体 

・抗IL-1薬剤
　　アナキンラ（キネレット）�IL-1受容体の競合的拮抗薬剤

・抗IL-6薬剤
　　アトリブマズ（治験薬MRA）
� IL-６の受容体に対する抗体
　　（�遺伝子組み換えによるマウスのヒト型モノクロナー

ル抗体）

 ・抗CD薬剤
　　リトキシマブ（治験中）� 抗CD20キメラ抗体

表８�　小動物の抗リウマチ療法における今後の課題

１．抗炎症療法の応用
　１）開発？
　　　ヒト：動物由来抗体の遺伝子操作によるヒト化
　　　犬でも可能？
　２）適用
　　　ヒト製剤の使用：免疫源性の問題点

２．免疫抑制療法のガイドライン
　　１）経験の蓄積と安全なガイドライン作成
　　２）�薬剤によっては、動物種差で長期使用可能なものが

ある？

３．病気の正確な把握
　　�“犬関節リウマチ”は“ヒト関節リウマチ”とどこが同じ

で、どこが異なるか？

 おわりに
　関節炎とは、とても奥の深い疾患の名称です。多くの
犬が罹患している変形性関節症も“関節炎”と呼称されま
すが、狭義の関節炎とは炎症性関節症のことと認識され
ています。重度滑膜炎により関節が破壊されていく様子
から、びらん性および非びらん性に分類されます。本稿
で示しました通り、滑膜炎憎悪機構には共通する面が多
くありますが、非常に多くの種類の疾患がその範疇に入
ります。関節リウマチはその一つであり、病理学的な側
面からも予後の面からも他の炎症性関節症と区別が必要
です。表８にあげましたが、ヒトの関節リウマチに比較
して小動物の関節リウマチでは病態に関する情報も治療
に関するツールも非常に限られています。逆説的に考え
ると、かつてヒトの歩んだ道筋があり、この分野には多
くの進歩と成功に関して高い可能性があるはずです。今後、我々のさらなる努力と知識の集積によって、多く
の動物が救えるはずです。

　※１　跛
は

行
こう

：何らかの疾病傷害によって正常な歩行ができないこと。びっこをひいて歩く状態。
　※２　狼

ろう

瘡
そう

：特徴的な顔面の蝶形紅斑が飢えた狼による傷に似ていることに由来する病名で皮膚が激しく破壊された状態。
　※３　傾

けい

眠
みん

：周囲からの刺激があれば覚醒するがすぐ意識が遠のいていく状態。軽い意識混濁の状態で常にうとうとしていること。
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岡 本　  淳,　岡山県獣仁会（代表：鳥 越　秀 二）

特許取得クリアエイドサプリメントの有効性について

 はじめに
　犬のアトピー性皮膚炎、アレルギー性皮膚炎は難治性疾患で、長期治療を必要とし、これまで主に使用され
ているステロイド剤などの薬剤による副作用が懸念されてきた。反面、補助的な製剤は薬物ほどの効果は望め
ないが、少しでも薬物の減量に寄与し、副作用の少ない治療が行える可能性がある。このたび免疫系に作用す
る可能性があり、安全性の高いサプリメントを開発し、特許を取得したので報告する。（特許第 4 5 3 8 0 2 4 号）
　クリアエイドサプリメント（以下CSと略す）は、13名の獣医師と44頭の犬のもとに開発され、詳細は第28回
動物臨床獣医学会（2007.11大阪）で発表した。
　CSは、「EF-2001と黒酵母発酵液」が配合されている。EF-2001は、学名Enterococcus faecalis EF-2001株（以下
EF-2001と略す。）の加熱処理後物質であり、乳酸菌の細胞壁抽出物である。一方、黒酵母発酵液（Aureobasidium 
pullulans FERM P4257菌株）は、30年もの安全性を確立した一切遺伝子操作をしていない株で、多糖体で乳化
作用を兼備する水溶性β-1.3-1.6グルカン、及び複合オリゴ糖、フラクトオリゴ糖などの糖鎖栄養素の供給源
であり、糖鎖の正常化による免疫系の活性化があるといわれている。EF-2001は乳酸菌を加熱処理し、細胞壁を
構成するペプチドグルカンなどの有効成分を抽出した粉末であり、免疫調整作用をもつと考えられている。今
回は、新たに得られた症例の追加報告をする。

 目　的
　アレルギー性皮膚疾患の犬に、「黒酵母発酵液＋乳酸球菌EF-2001を配合したもの」（以下、「経口剤」という）
を経口投与、および「黒酵母発酵液ゲル塗布剤」（以下、「塗布剤」という）の塗布を実施し、症状の改善効果
の有効性について評価した。

 材料と方法
対象動物
　�　皮膚にアレルギー性疾患を有する犬で疥癬、毛包虫の寄生、およびマラセチア皮膚炎、膿皮症を除外した

瘙痒のある疾患とした。なお、既往歴に膿皮症を含んだものが２例組み入れられた。
試験デザイン
　　試験デザインは６動物病院で多施設共同オープン試験とした。
投与薬剤と投与期間
　�　経口剤は、体重10kg以下の犬に対し１回１袋（黒酵母発酵液８ｇに乳酸球菌EF-2001　5×1011個（生菌換

算）を添加した混合液）を１日１～２回餌に混合し、黒酵母発酵液ゲルは１日１～２回患部に塗布した。
評価方法
　⒈ 有効性の評価
　�　以下の方法で犬の症状を投与前、投与４週間後、投与８週間後、投与12週間後に実施した。但し、症状及

び来院日程により経過日数（週）を４つのパターンに分類して評価した。
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図１　グループ別 総症状スコアの経時的な変化
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評価項目
　�　犬の部位を３箇所（頭部・頸部）、（体幹部）、（四肢・尾）に分類し、１箇所ごとに丘疹、発赤、脱毛、落

屑、脂漏の５項目について５段階のスコア（０：正常・健康体　１：ごく軽症　２：軽症　３：中等度　４：
重症）で評価した。症状はそれらの部位ごとにスコアを算出し、３箇所の総スコアとして算出した。また、症
例ごとに試験開始前の総スコア値を100％とし、各評価日におけるスコア値を％に算出し比較した。【例）試
験開始前にスコアが60で、２週間後のスコアが30であった場合、100％から50％に推移したと表現する。】

 結　果
試験組み入れ動物の背景
　�　犬は合計12例で、主な内訳はシーズー４例、ミニチュアダックスフント４例等であった。雄は５例、雌は

７例で、年齢は９ヶ月齢から12歳齢であった。初発年齢は３歳齢以下が６例、５歳齢以下が１例であり、11
歳齢が１例、他不明が４例であった。経口剤並びに塗布剤中止例は確認されなかった。
併用薬
　�　副腎皮質ホルモン、インタードッグなどの薬剤を併用した症例が４頭あり、うち１頭に投与開始時から10

日間のみ併用薬を使用していた。他３頭は試験期間中を通じて併用されていた。
総症状スコアの経時的変化（平均値の推移）
　�　評価日ごとの総症状スコアの経時的な変化（平均値の推移）

を図１に示した。試験頭数は12例で、実施された検査（評価）
の回数と来院日数の間隔によりAグループ（投与前、４週間
後、８週間後、12週間後）、Bグループ（投与前、４週間後、
８週間後）、Cグループ（投与前、８週間後）、Dグループ（投
与前、４週間後）の４つに分類した。総体的に投与開始前の状
態を100％とすると、４週間後は60-70％に８週間後は50％、そ
して12週間後には30％まで減少した。これは、100％の状態か
ら12週間後は30％の状態にまで改善されたことを意味する。
有害事象
　　１例に一時的に軟便が見られ、因果関係は不明であった。

 考　察
　CSは、「糖鎖栄養素の供給源」である。病気の多くは「糖鎖」の欠陥が原因であると言われ、糖鎖により細
胞同士の認識や情報のやり取りが活発化され病気になりにくい体質になってくる。また、「黒酵母発酵液」は、
浄化能力に優れ腸管を浄化でき、腸内細菌叢を改善し自然治癒力を高められる。腸内には、多種多様な菌が存
在し、腸内フローラを形成している。腸内フローラが善玉菌優位ならば免疫力を高め健康の維持・向上に多大
なメリットをもたらしてくれる。逆に悪玉菌優位なら免疫力が低下し、発ガンや老化促進等健康が脅かされる。
腸内フローラは、加齢や餌やストレス、長期間の薬の服用等で変化する。善玉菌優位ならば病気予防や既往症
も改善や治癒に向かうことが可能になる。腸には「免疫の働きの司令塔」が存在する。腸内の善玉菌を増やし、
免疫を高めることで自律神経・ホルモンのバランスを整え全身の状態を良くする。
　EF-2001は、乳酸球菌の死菌で、マクロファージが活性化されたかどうかガン細胞を死滅に向かわせるサイ
トカインやTNF（腫瘍壊死因子）の産生量で免疫の活性化が最も強く有効であるとされている。
　一方、黒酵母発酵液は、水溶性β1.3-1.6グルカンを多く含み、強い凝集能力と吸着能力があり、腸管内のデ
トックス作用に優れているために免疫力がさらに活性化される。
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図2-1　症状別スコア変化
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図2-2　症状別スコア変化
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発赤

脱毛

落屑

脂漏

投与前：脱毛・色素沈着あり

投与前
尾部　脱毛・落屑

投与2週間後
発毛が見られた。

投与4週間後

症例6-2 Shihtzu 12M　Dグループ
併用薬：Zenakil 50/1T Histablock 1T（頓服）　クリアエイド内服のみ

Singapore 症例１ Shihtzu 5M　併用薬：なし　Aグループ

投与後8週間後：　　　　　
　　　発毛・脂漏の改善

Singapore 症例２ Shihtzu 12F　併用薬：なし　Aグループ

投与前：脱毛・脂漏 投与後16週間後：　　　　
　　　発毛・脂漏の改善

　CSは、乳酸球菌EF-2001と黒酵母発酵液により腸管を浄化し、
善玉菌優位の環境にすることで消化、吸収、排泄が円滑化し免
疫システムを正常化する。
　アレルギー性皮膚炎の犬に使用した結果、Aグループの３頭
において12週間後に脂漏が90％改善し、落屑は100％の改善が見
られ早期効果が確認された（図2－1）。これらは、「黒酵母発酵
液」と「EF-2001」の総合的な作用が関与されるものと思われ
る。また、黒酵母発酵液は経口摂取後、免疫賦活や調節のピー
クが３日後で６日後まで継続する。使用量については、症状が
安定してくれば用量の半減も可能である。
　第28回動物臨床医学会のデータ並びに今回の試験結果より、

「黒酵母発酵液とEF-2001」の経口剤は犬のアレルギー疾患の症
状を改善するのに役立つのではないかと考えられた。
　以上、経口剤と塗布剤を犬のアレルギー性皮膚炎に使用する
と、補助療法としての有効性と十分に安全な治療法である可能
性が示唆された。

　この内容は、2008年度第８回動物のサプリメント研究会にて一部発表をした。
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図１　Malassezia属真菌分類の変遷
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小動物におけるMalassezia関連疾患

 はじめに
　Malassezia属菌はヒトおよび動物を自然宿主とする皮膚の常在酵母です。ヒトでは頭部、顔面、前胸部、上背
部、頚部などに存在し、癜

でん ぷう

風やマラセチア毛包炎の起炎菌として知られています。また、IVHカテーテルに関
連したMalassezia菌血症の報告も相次いでおり臨床上重要な病原微生物として認識されています。さらに、脂
漏性皮膚炎やアトピー性皮膚炎の増悪因子、気管支喘息のアレルゲン、外耳道炎の起因菌としても注目されて
います1,2）。現在、本菌は14菌種１）が認められており、各疾患と各菌種との関係も明らかになりつつありますが、
本属菌種の臨床的意義は未だ充分解明されていません。
　一方、小動物において最も多い疾患は外耳炎であり、その起因菌であるMalassezia属菌は重要な管理対象でも
あります。ヒトと同様、脂漏性皮膚炎やアトピー性皮膚炎の増悪因子としても研究が進められている状況です。

 Malassezia属菌について
　Malassezia属菌は、脂質要求性という特徴を有する皮膚の常在酵母です。本属菌種の分類は過去に何度も変
更がなされてきております（図１）。1984年のThe Yeasts第３版にてMalassezia属に分類され、脂質要求性の
M.furfurと脂質非要求性のM.pachydermatisの２菌種となりましたが、1991年にM.sympodialisがM.furfurと
区別され、1996年にGuéhoらにより４菌種が再分類されました。その後、杉田ら4-6）、平井ら7）、Nellら8）ならび
にCabañesら9）により各々新種が報告され、現在では14菌種が認められています。
　本属菌種はM.pachydermatisを除いて、脂質要求性という特殊な生理学的性状を有するため、通常の資化性
試験は施行不能でした。そのため本菌は化学分類10）および超微細形態の観察11）から、担子菌関連酵母であるこ
とが示されていたのに過ぎなかったのです。ところが近年、本属菌種の分子生物学的解析が進むにつれて、そ
の分類学的位置づけが明らかにされ、先に述べた通り14菌種が認められるに至りました。以下に本14菌種のう
ち、小動物における疾患との関連性が認められているものを述べます。
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写真１　M. pachydermatisによる外耳炎（イヌ）

写真２　外耳炎の直接塗抹所見 写真３�　クロモアガー TMマラセチア／カン
ジダにおける培養所見

　　　�　M. pachydermatisは 特 徴 的 な
沈殿物形成が認められる。写真１～３：キンダーケア動物病院、村井先生提供

 小動物におけるMalassezia関連疾患
　健常体あるいは疾患に関わらず、イヌからはM.pachydermatis、M.sympodialis、M.furfur、およびM.globosa
が分離されており、ネコからは先の４菌種に加えてM.nanaが分離されています。これらの菌種は、イヌ・ネ
コの常在菌と考えられていますが、脂肪酸と菌量的な側面、病原因子としてのリパーゼ活性、M.pachydermatis
感染実験による原因証明、ならびに飼い主への感染事例や医療従事者を介した感染事例について研究報告がさ
れています。

　1 脂肪酸と菌量的な側面
　�　Masudaら12）は、1370頭の来院犬中にみられた120頭の外耳炎症例を対象に、外耳炎の発生率、耳翼の形状、

犬種との関係について疫学的調査を行いました。垂耳犬種では12.6%が、立耳犬種では5.0%が外耳炎であり、
両犬種間に有意差がみられています（P<0.05）。また総脂肪酸量の平均値は垂耳犬種の方が立耳犬種よりも
高く、立耳犬種でありながら極端に高い脂肪酸値を示したシベリアンハスキーの値を棄却すると両耳型群の
間には有意な差（P<0.05）が認められています。M.pachydermatis分離株について脂肪酸の発育増強効果を
調べたところ、大多数の菌株が脂肪酸を利用しながら速く発育することが明らかにされ、犬種により差はあ
るものの脂質が多量に分泌されるイヌの耳道内では脂肪酸を好む本属菌がよく発育し、イヌ外耳炎の起炎菌
になる理由の一つであると考えられています。同様の現象は、著者の研究グループでもヒトにおいて調査さ
れており13）、外耳道脂肪酸の増加する年代（30～50歳台）では、外耳道Malassezia属菌の増加と外耳道炎の
発症2）が認められています。

　�　病変部では、特徴的な油脂状の分泌物（写真１）、紅斑、脱毛、程度はさまざまですが落屑などが観察され
ます。直接塗抹所見では、著しいMalassezia属菌の増殖を認めます（写真２）。綿棒等で適切な培地（クロモ
アガーTMマラセチア／カンジダ生培地）へ塗抹し、２～４日
間程度培養すると純培養状にMalassezia属菌が分離培養され
ます（写真３）。M.pachydermatisのコロニーはピンク色で特
徴的な沈殿物形成を認めることが多く、村井は著しい本属菌
の発育を認めたイヌに対して治療を施した後、経過観察のた
めに再度培養すると、症状の改善とともに著しく減少すると
報告しています14）。この目に見える変化は、飼い主を治療に
積極的に参加させる動機付けにもなり、飼い主の協力無しに
は治し難い脂漏性皮膚炎やアトピー性皮膚炎の際には効果的
と報告しています。
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写真４�　Phospholipase活性の測定所見
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図２�　Malasseziaの検査手順

　2 病原因子としてのリパーゼ活性
　�　Cafarchiaら15）は、M.pachydermatisのphospholipase活性が病原因子と

して重要ではないかと報告しています。それは疾患部位から分離される
本菌のphospholipase活性陽性株が93.9%と非常に高いこと、健常犬から
は10.6%に過ぎないことから推測されています。phospholipase活性は卵
黄を加えた特殊な培地で測定でき（写真４）、なお、Pz value（Pz value
＝コロニーサイズ÷ハローを含めたサイズ）を評価することにより、産
生量の強弱を分類するとランク付けの評価ができます16）。

　3 M.pachydermatis感染実験による原因証明
　�　Uchidaら17）は、真菌性外耳炎を実験的に発症させるためにビーグル犬の16耳道にM.pachydermatisの感染

実験を実施しました。接種３～４日後に耳道内の発赤、耳垢の増量および痒覚症状が観察され、耳垢から大
量の本菌が分離されたと報告しています。また、これらの耳道に１%ピマリシン溶液を１日２回、0.1mlずつ
点耳したところ、外耳炎の諸症状は治療開始後３日間で緩和し、12耳道で10日以内にM.pachydermatisが消
失していました。これらのことからM.pachydermatisが外耳炎の起炎菌となり得ること、および、ピマリシ
ン溶液は外耳道に存在する本菌を減少させるのに効果的であることが明らかとなったのです。

　4 飼い主への感染事例や医療従事者を介した感染事例
　�　Morrisら18）やFanら19）は、M.pachydermatisが飼い主へ感染することを示唆しています。また、Changら20）

は、集中治療保育室でのM.pachydermatis集団感染事例が、イヌを飼育している医療従事者を介して感染し
たことを報告しており、人獣共通感染症としても注目すべきと考えます。

 Malassezia属菌の検査
　本属菌は、皮膚落屑の直接鏡検またはオリーブ油を重層した培地にて検出・培養されてきましたが、すべての
本属菌種を培養するのは困難でした。著者ら21）は、分離の良好な脂質添加培地（クロモアガーTMマラセチア／カ
ンジダ生培地）を用いることによって本属菌種の検出・培養を可能にしています。皮膚疾患を主とする本菌の検
査方法は皮膚落屑などをパーカーインク・KOH標本にして直接鏡検し、かつ、クロモアガーTMマラセチア／カン
ジダ生培地などの適切な培地による分離培養により進められます（図２）。臨床上重要とされる菌種などはKaneko
らの方法22）により簡易培養同定できます。
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 おわりに
　Malassezia属の分類学が定まり、起因菌の同定と解析が可能となりました。分離培養同定法も報告され、分子
生物学的解析ができない施設でも同定が可能となりました。今後、本属菌種の病因論的役割の解析と、診断治
療面の新しい知見が一つでも多くもたらされることを期待したいと思います。
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写真１　実体顕微鏡下で観察される培地上のコロニー
　　　　（マイコプラズマ・ボビス）

マイコプラズマ性乳房炎の特徴とその検査技術

 はじめに
　マイコプラズマ性乳房炎が世界で初めて報告されて今年で50年目を迎えました。この節目の年に、国内では
大規模な感染事例が数多く報告されています。本稿ではこの古くて新しいマイコプラズマ性乳房炎の基礎的な
内容を整理し、「マイコプラズマ性乳房炎とは何か？」、また「どのように検査されているのか？」ということ
についてご紹介したいと思います。

 マイコプラズマ性乳房炎の歴史
　マイコプラズマ性乳房炎に関する世界で初めての報告は1960年（昭和35年）までさかのぼります。この時の原
因微生物はマイコプラズマ・ボビジェニタリウムでした。もともと、生殖器に定着しやすい微生物ですが、乳
房に侵入した場合、炎症（乳房炎）を引き起こすことが
明らかになりました。さらに、この２年後、アメリカで
高い病原性を持つ新たなマイコプラズマが乳房炎牛から
分離され、こちらは「マイコプラズマ･ボビス」と命名さ
れました。
　日本では1977年に熊本で国内初のマイコプラズマ性
乳房炎が報告され、原因微生物がアメリカと同様マイコ
プラズマ・ボビスであることが解明されました。この微
生物はその後の研究で子牛に肺炎や関節炎を引き起こ
す病原性の高い微生物であることが明らかになってい
ます（写真１）。

 マイコプラズマとはどのような微生物か？
　一般的に牛に病気を起こす微生物は「細菌」（黄色ブドウ球菌や大腸菌など）と「ウィルス」（白血病やBVD
などの原因微生物）に分類されますが、マイコプラズマはこれらのどちらにも属しません。現在、約120種類近
くのマイコプラズマが明らかにされていますが、その中でウシに乳房炎を起こすものは10種類程度と報告され
ています。いずれも大きさは黄色ブドウ球菌の３分の１程度と小さく培地での生育も非常に遅いことが特徴で
す。そのため、通常の乳房炎原因菌は24時間程度で判定されますが、マイコプラズマの培養には数週間を要す
ることもあります。ウシ乳房炎の原因となる主なマイコプラズマは、前述したマイコプラズマ・ボビスと呼ば
れる種類で、マイコプラズマ性乳房炎の約半数近くを占めています。

 マイコプラズマの感染経路① ～上向性感染～
　乳房炎はその感染様式から伝染性乳房炎と環境性乳房炎に分類されますが、いずれも乳頭口から微生物が侵入
することにより感染が成立する点においては共通です。このように微生物が外から内に向い（上向きに）感染する
様式を上向性感染と言います。マイコプラズマの主たる感染経路もこの上向性感染によるものです。実験感染で

酪農学園大学 獣医学部

樋 口　豪 紀
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図１　マイコプラズマの感染様式（乳房炎）

は70個程度のマイコプラズマが乳頭から侵入した場合でも乳房炎が引き起こされることが報告されています。
原�因１：感染乳汁：大きな感染リスクとなるのは感染牛由来の乳汁です。マイコプラズマ性乳房炎に罹ったウ

シから得られた乳汁には１ccあたり10万個から100億個程度のマイコプラズマが含まれています。そのため非
常にわずかな乳汁であっても強い感染力を持つことに注意しなければなりません。実際にマイコプラズマ性
乳房炎の発生牛群における調査では、搾乳器具はもちろん、搾乳作業に使用したグローブや作業着からもマ
イコプラズマが検出されています。また、こうした牛群では通路やベッドなどの環境からも高率に分離され
ます。環境中のマイコプラズマは２～４週間と長期間生存することが可能であり、環境中での感染について
も注意が必要です。

原�因２：呼吸器：マイコプラズマ・ボビスやマイコプラズマ・ボビライニスは乳房炎の原因微生物であると同時
に肺炎をはじめとした呼吸器病の原因にもなります。呼吸器病多発牛群におけるマイコプラズマ保有率（鼻
腔）は、正常牛群のそれに比較して非常に高く、また、マイコプラズマに罹患した牛の鼻汁には大量のマイコ
プラズマが存在するため、発咳などによって体外に放出されます。これらは同居牛の感染源となるほか、哺
乳を行った作業者の手指や作業着に付着することで、搾乳牛群まで運ばれ、そこで乳房炎の原因となる可能
性も指摘されています。

 マイコプラズマの感染経路② ～下向性感染～
　マイコプラズマの主たる感染源は前述したとおり上向性感染によるものですが、「下行性感染」も注意が必要
な感染経路として知られています。これは通常の乳房炎原因微生物では認められない経路であり、マイコプラ
ズマ性乳房炎における特徴の一つです。上向性感染が外からの侵入であるのに対し、下向性感染は血液を介し
た体内移行を意味します。体内でマイコプラズマが存在する組織は主として呼吸器（肺）および生殖器（膣や
子宮）です。詳細なメカニズムについては未だ不明な点も多いのですが、乳腺と遠隔の組織であっても、血流
を介して乳腺に移行することが報告されています（図１）。

 マイコプラズマ性乳房炎の症状
　マイコプラズマ性乳房炎では、明確な症状を示すもの（臨床型）と、示さないもの（非臨床型）があります。
臨床型では、体細胞数の著しい上昇と乳量の減少、また、乳汁に多くの凝集物を認める場合や、希薄な乳汁を
産生することもあります。症状が重篤化することにより泌乳停止に陥ります。こうした臨床型乳房炎について
は、多くの場合、治癒率が低く、さらに同居牛への感染にも強く関与するため、淘汰対象となる事例も多くあり
ます。非臨床型の場合、明確な症状はなく、抗生物質の治療により多くは微生物の消失を認めますが、これを完
全な治癒と判定するか否かについては、国内外で意見の分かれるところです。
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図２　マイコプラズマの迅速簡易診断法

　乳房に実験的にマイコプラズマを注入した場合、乳汁中のマイコプラズマの数は速やかに上昇するのに対し、
体細胞はこれに数日遅れます。乳汁検査においてマイコプラズマが陽性で体細胞が正常な場合、臨床型の初期
段階である可能性にも留意する必要があります。

 マイコプラズマ性乳房炎の検査（診断）技術
　一般的にマイコプラズマの検査には培養法とPCR法が用いられます。両試験とも一般細菌を対象としたそれ
らとは異なり、一定の施設と習熟した技術が必要となります。特に、臨床型については検査結果が淘汰の根拠
とされる場合が多いため、類似菌との鑑別には十分な注意が必要です。

培養法
　�　筆者らは草場らの方法（家畜診療・2009.3）に従い実施しています。まず、被検乳汁をマイコプラズマ用

増菌培地（ミヤリサン製薬）に接種し48～120時間程度の培養後、マイコプラズマ用平板培地（ミヤリサン製
薬）に接種し２週間程度、5％CO２下で培養を保持します。その後、実体顕微鏡下で特徴的な目玉焼き状のコ
ロニーの観察を以て判断します。これら一連の検査にはCO２培養器や実体顕微鏡を要するほか、肉眼的判定
には一定の習熟を必要とします。特に「アコレプラズマ」との識別には注意を要することが報告されていま
す。アコレプラズマとはマイコプラズマと類縁（親戚筋）の微生物でコロニーの性状も比較的似ていますが、

「乳腺では病原性がない」ことから明確な識別を必要とします。両者の識別には「ジギトニン検査」が用いら
れますが、培養法に加えさらに４～７日間を必要とします。

迅速簡易検査法
　�　前述した培養法はいわゆるGold Standard（ゴールド・スタンダード）として位置づけられていますが、一

方で、検出までに一定の時間を要することが課題とされてきました。マイコプラズマは他の微生物よりも短時
間で蔓延するため、簡易スクリーニングによって感染牛に“目星”をつけておくことが、後々のコントロール
において有用となります。こうした背景の中で確立された技術がPCRを基礎とした迅速簡易検査法です。簡
易法ではありますが、採材後２～３週間後に得られる培養法の結果を、採材から３～４日程度で効率的に予
測することが可能であるため、培養法の補助的手段として利用されています。方法は、被検乳汁をマイコプ
ラズマ用増菌培地（ミヤリサン製薬）に接種し48～72時間程度培養し、その菌液をマイコプラズマ用PCR試
薬（日本動物特殊診断）と混和しPCR（遺伝子検査）を実施します。検出時間が大幅に短縮されること、多
検体処理が可能であること（280～500検体/日）、さらにマイコプラズマとコロニー形態が類似するアコレプ
ラズマを確実に検査系から排除できることなどが大きな特徴です。感染牛群におけるマイコプラズマ性乳房
炎制圧プログラムの一部として本検査法を導入することの有用性が報告されています（図２・図３）。
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図３　酪農場における迅速簡易診断システムの応用

 マイコプラズマ性乳房炎を防ぐために
　マイコプラズマ性乳房炎は伝染性乳房炎の一つであり、日々の作業において「正しい搾乳手順」の励行が防除
の基本となります。一方、他の乳房炎原因微生物と異なる点、すなわち「呼吸器や生殖器に定着すること」や、

「体内移行があること」等への留意も必要です。これらを事前に予測することは困難であるため、感染牛をいか
に効率的に摘発するかが課題となります。特に新規導入牛については、速やかに検査を実施しマイコプラズマ
に感染していないことを確認することが重要です。こうした対応は、自家産であっても同様です。自家産（初
産牛）が分娩直後にマイコプラズマ性乳房炎を発症する事例も散発的に報告されています。その原因について
は明らかではありませんが、呼吸器等からの血液感染（下向感染）によるものと推測されています。こうした
個体を牛群に持ち込むことで、爆発的な感染が引き起こされる場合があります。自分の農場で生まれ育った牛
には大きな安心感がありますが、マイコプラズマに関しては導入牛と同様に慎重な監視を行うことが必要とな
ります。さらに、マイコプラズマ感染牛を農場外に持ち出さないことも、地域や国全体での防除を考える上で
重要になります。定期的な牛群検査が望ましく、少なくとも感染が疑われる個体については積極的な検査を実
施することが必要です。
　大規模牛群の場合、マイコプラズマの完全清浄化は技術的に難しい場合があります。マイコプラズマの発生
率と牛群サイズに明確な関連性はありませんが、一旦、発生が起こると牛群内の感染率は中小規模農場よりも
大規模農場で高くなります。大規模牛群では、新規導入牛や自家産牛の監視はもちろん、牛群全体において、定
期的な検査が必要になります。

 おわりに
　マイコプラズマ性乳房炎は、古くて新しい病気です。いたずらに恐怖心をあおることは避けなければなりま
せんが、一方で、正確な情報に基づいた一定の問題意識を醸成することは必要です。黄色ブドウ球菌がそうで
あったように、様々な情報が整理されることにより冷静な対応がなされるようになるものと考えられます。感
染機序や効果的な治療技術に関する研究が世界的に十分とは言えない状況において、「正確で継続的な牛群監視

（検査）」の意義は極めて大きいと言えます。酪農場はじめ、多くの関係組織が一定の共通認識に立って対応す
ることが、向こう数年の大きな課題であると考えられます。
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図１　牛白血病の届出数の推移
　　（1998 ～ 2008年、農林水産省資料より）
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写真１�　右肩の前方にあるリンパ節（浅頸リン
パ節）の著しい腫大

写真２�　腫瘍組織の圧迫による眼球突出と２
次的な全眼球炎

帯広畜産大学 臨床獣医学研究部門
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牛白血病の診断と予防対策

 増加する牛白血病発症頭数
　牛白血病は牛白血病ウイルス（Bovine leukemia virus,略してBLV）、あるいは不特定の原因によりリンパ系
組織が腫瘍化する疾患です。「白血病」は、一般的に骨髄中の造血細胞が腫瘍化する疾患群のことを指します。
しかし、牛ではその他の動物種で悪性リンパ腫と定義されているもの（必ずしも末梢血に腫瘍細胞が出現しな
い）も含めて牛白血病としています。
　牛白血病はBLV感染に起因する地方病型（成牛型）と発病因
子が特定されていない散発型に区分されますが、さらに散発型
には子牛型、胸腺型、皮膚型が含まれます。牛白血病発症牛の多
くはBLV感染により発症する地方病性牛白血病です。平成10年
に牛白血病は家畜伝染病予防法により、届出伝染病に指定され
ました。それ以降、牛白血病の発症頭数が明らかにされるよう
になりましたが、それによると平成10年には96頭であった発症
頭数が、平成20年には1040頭と、10倍以上に増加しており、臨
床現場でもよく遭遇する疾病のひとつとなっています（図１）。
牛白血病発症数の増加は、BLV感染が広く蔓延していることが
原因となっている可能性があります。

 牛白血病の臨床症状
　牛白血病の腫瘍細胞は全身の様々な臓器に浸潤しますが、地方病型牛
白血病および散発型のうち子牛型牛白血病の症例では、体のいろいろな
部位にリンパ系組織の腫瘍増殖がみられるため、侵される臓器と腫瘍細
胞の浸潤の程度により多彩な臨床症状がみられます。最もよく見られる
のは体表リンパ節の腫大ですが（写真１）、胸腔内リンパ節腫大または胸
腔内臓器への腫瘍細胞の浸潤により呼吸器症状や循環器症状が出現し
ますし、腹腔内リンパ節腫大または腹腔内臓器への腫瘍細胞浸潤により
食欲不振や排便の異常（便秘、下痢、黒色便）がみられます。また骨盤腔内
のリンパ節腫大は神経圧迫による後躯麻痺の原因となることが多いこ
とが知られています。リンパ節は脊柱管に浸潤して脊髄を直接圧迫する
こともあり、原因不明の起立不能はよくみられる症状のひとつです。さら
に眼窩深部のリンパ節腫大による眼球突出もよくみられます（写真２）。
　一方、散発型のうち胸腺型牛白血病は、頸部または胸部胸腺の腫大
が主な特徴であるため、頸部臓器の物理的圧迫の結果、食道圧迫症状

（鼓脹症、嚥下困難、食欲不振）、呼吸器症状（呼吸速迫、呼吸困難）、
頸部大血管の圧迫症状（頻脈、頚静脈怒張、冷性浮腫など）が認めら
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写真３�　育成乳牛雌で慢性鼓脹、頚静脈怒張、
胸部胸腺の腫大により胸垂に浮腫（矢
印）が認められた。

写真４�　皮膚型牛白血病症例では皮膚に結節
上の腫瘍組織が多数みられた。

写真５�　腫大化したリンパ節の一部を吸引し
て組織学的に観察したところ、大型化
した腫瘍細胞や分裂像がみられた。

写真６�　白血球数が100,000/μℓを超えた
牛白血病症例の末梢血塗抹標本。異型
リンパ球の増数がみられる。

れます（写真３）。さらに皮膚型牛白血病は蕁疹様または結節性の皮膚
腫瘤が特徴的です（写真４）。

 牛白血病の診断
　牛白血病の典型的な所見として、体表リンパ節腫脹、末梢血液中への
異型リンパ球出現を伴うリンパ球数著増が認められることが多く、そ
れらの所見が本疾患の臨床診断における一助となっています。しかし、
典型的な症状を示さないものでは、生前の診断は困難で、診断がつか
ないまま病畜がと畜場に送られて、そこで初めて牛白血病と診断され
て全廃棄となる例も報告されています。

  １）触診－リンパ節腫大
　�　多くの症例では体表リンパ節の著しい腫大がみられるので（写真

１）、これが本症を疑わせる大きなポイントとなります。ただし、リ
ンパ節は体表だけでなく、腹腔内または骨盤腔内で腫大することが
あり、また子宮への腫瘍細胞浸潤による腫瘤形成もよくみられる所
見なので、直腸検査による触診が重要となります。間違いやすい病
気として、脂肪壊死症、ミイラ胎子、妊娠子宮、感染症によるリン
パ節腫大などがあります。ただし触知可能なリンパ節の腫大を認め
ない非典型的な牛白血病症例もあるため、様子がおかしいが、なかなか診断のつかない病気では、体表リン
パ節の腫大がない場合でも、牛白血病の可能性を常に考慮する必要があります。

  ２）細胞診
　�　体表リンパ節の腫大が認められた場合、針で腫瘍組織の一部を穿

刺吸引して組織学的に観察することで牛白血病が確定されることが
あります。

　�　腫瘍化した細胞は芽球化して大型となり、均一な形態をとること
が多く、またDNA合成が盛んなため、核の異型・大型化、あるいは
分裂像がみられます（写真５）。しかし、リンパ節が腫大していても
細胞診で100％の確定診断はつけられません。たとえば、腫瘍化リン
パ節は壊死することがあり、腫瘍細胞がうまく採取されないことが
あります。また血液混入、あるいは適切な部位を穿刺できない場合
もあります。最近の研究では、針で腫瘍組織の一部を吸引して調べ
る検査は、牛白血病診断における感度（牛白血病を見落とさずに診
断できるか）が38～67%、特異性（他の疾患と間違えずに牛白血病と
診断できるか）が25～80 %と報告されています。

  ３）血液検査
　�　前述のように牛白血病は悪性リンパ腫を含むため、必ずしも末梢

血に腫瘍化したリンパ球は出現しません。しかしリンパ球数の増加
または異型リンパ球の出現など、量的・質的な異常が末梢血にみら
れることがあり診断の助けとなります（写真６）。

　�　BLV感染牛の約３割に持続性リンパ球増多症がみられます。し
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かしリンパ球増多症は必ずしも牛白血病発症ではありません。ここからさらに病態が進行して発症するのは
BLV感染牛の0.1－10%です。また典型的な牛白血病では、末梢血液塗沫において異型リンパ球が出現します
が、異型度により検出の容易さは様々です。

  ４）牛白血病ウイルスまたは抗体検出
　�　ゲル内沈降反応または血球凝集反応によるBLV抗体検出、また最近ではPCRによるBLV遺伝子の検出が

利用可能です。抗体または遺伝子検査陽性であることは、BLVに感染していることを意味しますが、陽性で
あることが必ずしも牛白血病発症ではありません。

 予防対策
　牛白血病は発症してしまうと治療法もなく、またと畜場でも全廃棄となってしまい経済的価値を失います。した
がって対策としては、発症させないこと、つまり牛白血病の主たる原因であるBLV感染の予防と防除が最も根本
的で重要なものとなります。一度感染を受けた牛は終生感染を持続し、他の牛の汚染源となることに注意します。

  １）定期検査と陽性牛の分離飼育・早期淘汰
　�　地方病性牛白血病の発生地域、あるいはBLV浸潤が確認されている地域では、個々の牛のBLV感染の有無

についての検査を定期的に受け、陽性牛は感染源として分離飼育すること、あるいは早期に淘汰することが
望ましいとされています。陽性牛と分かったものを即淘汰することは、現実には困難と思われますが、中長
期的な計画の中で淘汰更新することがBLV清浄化へのアプローチとなります。なお近年開発されたリアルタ
イムPCRは、ウイルス量を定量することができるため、発症リスクが高く、かつ汚染源として重要なウイル
ス量の多い牛を摘発することが可能となります。

  ２）BLV感染防除
　�　BLV感染は、ウイルスに感染したリンパ球が体内に侵入することによりおこります。したがって血液を介

することのある事柄は全て感染ルートになります。主要なルートとしては、吸血昆虫、人為的処置（医療行
為や除角などの処置）、あるいは母子感染が知られています。
　1 吸血昆虫対策
　　�　夏の放牧場では様々な吸血昆虫が飛来してきますが、とくにBLV伝播に重要な役割を果たしているのはアブ

によるものです。アブが感染牛を吸血する際、感染血液を口器に付着させたまま、血液が乾燥しないうちに新
しい宿主を吸血すると、感染が成立することがあります。吸血昆虫の駆除、あるいは入牧時の検査で感染牛と
判明したものは分離飼育する等の対策が必要になります。

　2 人為感染の防止
　　�　人為的に感染が生じることがあります。採血や注射時の１頭１針はすでに常識となっていますが、ワクチン

接種の際にも針の交換に注意が必要です。また直腸検査による妊娠鑑定などの際、ポリ手袋を１頭毎に交換し
ないことでも感染が生じることがあります。さらには除角、去勢、断尾、削蹄、耳標付けなど、出血を伴う処
置もBLV感染リスクがあります。器具は１頭毎にきちんと消毒することが必要です。

　3 子牛への感染防止
　　�　感染牛の初乳や常乳中にはリンパ球が含まれており、子牛へのBLV感染源となります。初乳を凍結融解する

ことによりウイルスを殺滅することができるとされていますが、陽性牛の初乳は子牛へ給与しないことが原則
です。垂直感染もおこりますので、可能であれば感染牛からは子をとらない、また子牛はBLV感染の検査を行
うことが望ましいとされています。なお、BLVは人に感染することはありません。

　以上紹介したBLVの感染防除は簡単なようですが、実際にはたいへん手間がかかり、その実施にはいろいろ
現実的な困難もあります。予防対策は、一軒の農家だけで対応できるものではないので、臨床獣医師、家畜保
健衛生所、農協など関係機関の協力を得て、地域として防除対策に取り組むことが必要と思われます。
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ベーリンガーインゲルハイム ベトメディカジャパン株式会社

宮 下　ま り

豚繁殖·呼吸障害症候群（ＰＲＲＳ）のコントロールについて

 はじめに
　豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）は、養豚生産現場において大きな問題となっている疾病であり、依然その
コントロールは極めて困難です。国内ではPRRSによる年間損失額が283億円にものぼると報告されていること
から、PRRSは生産性の向上を目指すにあたって無視できない疾病の一つです。PRRSのコントロールを困難に
する要因として、ウイルス変異によって多数の株が存在すること、豚の体内にウイルスが長時間持続すること

（最長で250日を記録）、空気感染による伝播能力が比較的強いこと等が挙げられます。また、異なるウイルス間
で免疫の交差性に差があり、同様にワクチンによって得られる防御効果は野外株によって異なることも知られ
ています。しかし、PRRSのコントロールは困難であっても不可能ではありません。農場に適した対策法を選択
し、ウイルスに僅かな隙をも与えないよう、決めた対策を徹底して実施することが重要です。今回はPRRSコン
トロールについて、基本的な考え方について紹介します。

 PRRSのコントロールツール
　PRRSをコントロールするためのツールはいくつかありますが、大きく分けて２種類に分類することができま
す。ひとつめは、「外から新しいウイルスが侵入することを防ぐためのツール」です。例えば、農場防疫や外部
から導入する更新豚の管理が挙げられます。既にPRRS陽性の農場であっても、新しいウイルスの侵入を防ぐこ
とは重要です。なぜなら、一農場内に存在するウイルスの株が多ければ多いほどPRRSのコントロールが困難
になる傾向にあるからです。もうひとつのコントロールツールは「農場内のウイルス循環を防ぐためのツール」
で、農場にすでに存在するウイルスの動きを止めることを主な目的としています。例としてピッグフロー（オー
ルイン・オールアウト）、人のフロー、更新豚の馴致、免疫管理（例えばワクチン接種）、定期的検査等が挙げ
られます。しかしどの農場でも共通して成功するひとつの対策法は存在しないため、個々の農場の状況（例：
疾病状況、農場施設、ピッグフロー等）と制限事項を十分考慮し、その農場に合ったコントロールツールを組
み合わせて対策を講じることが重要です。また、農場によっては結果が見られるまで時間がかかる場合もある
ので、対策を始めてから最低６ヶ月間の観察期間を設けることも大切です。

 農場内のウイルス循環を止める－繁殖豚群からスタート
　PRRSのサイクルは一般的に繁殖豚群から始まります。したがって、子豚の状態改善が目的であっても、問題
の根源である繁殖豚の対策が重要なスタート地点になります。具体的には、母豚群の免疫安定化から始めるこ
とが重要です。PRRSにおける母豚群免疫安定化とは、「母豚がPRRSウイルスを排泄しない状態」と定義され
ます。すなわち、母豚の免疫が安定していれば子豚への垂直感染が起こらないため、子豚はPRRS陰性の状態で
生まれます。この場合の陰性とは、PCR陰性、ELISA陽性です（母豚は抗体を持っているため、初乳を介して
哺乳豚に抗体が移行します）。逆に、母豚の免疫が安定していない場合は子豚への垂直感染が起きやすくなり、
PRRSウイルス陽性の子豚が生まれます。その結果、分娩舎では子豚同士で感染が起こり、離乳後さらに感染が
拡大します。このように早期感染が起きている状況では離乳舎の成績は低下する傾向にあり、肥育舎では肺炎
問題（PRDC）が重篤化する場合があります。さらに、母豚の免疫が安定していないため、流産、早産、虚弱豚
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図１�　母豚群の免疫確認方法

①�一腹一頭ずつ、最も状態の悪い哺乳豚（14日齢以上）を選択し、採血する。検体の数は産歴ごとに５頭ずつ用意する。母豚の頭
数が満たない場合は、分娩舎の母豚頭数に応じて検査頭数を調整する。
②血液は５検体ずつ産歴ごとにプールし、PCR検査を実施する。
③�PCR陽性結果が得られれば垂直感染が起きていることを示唆する。一ヶ月に一回、６ヶ月間連続で全ての検体が陰性であれば、母
豚群の免疫は安定していると判断する。

の分娩など、繁殖成績が低下することもあります。従って、母豚群の免疫を安定化させることはPRRSのコン
トロールに欠かせません。安定化によって得られるメリットは、１）PRRSによる母豚の繁殖障害の改善、２）
PRRS陰性子豚の分娩と離乳、主にこの２つです。安定化を図るためには更新豚の馴致やワクチン接種などの免
疫管理、その他様々な方法がありますが、個々の農場に合わせてプログラムを組む必要があるので、管理獣医
師と相談して対策を講じることが重要です。

 母豚群の免疫安定化の確認方法
　母豚群の免疫安定を確認するためには、哺乳豚のPCR検査が有用です。母豚の免疫安定の定義として垂直感
染がないことが挙げられるため、安定化した母豚から生まれてくる子豚はPCR検査で陰性になります。一方、
母豚は免疫が安定していなくても血液のPCR検査が陰性になることが多いため、母豚のPCR検査結果は誤解を
生じる恐れがあります。PCR陰性結果が多い理由として、母豚の場合PRRSウイルスが血中に出ている期間が
短いことが挙げられます。持続感染により、感染後何ヶ月もウイルスを体内に保有しますが、ウイルスは扁桃
腺などのリンパ節に長期間隠れるため、血液検査では見つけられないことが多々あります。
　哺乳豚のPCR検査は可能な限り６ヶ月間（毎月一回）継続して実施し、６ヶ月間続けて陰性結果が得られた
場合、初めて母豚群の免疫安定が確認されます。この時、５頭分の血液を混ぜて１検体として検査すれば、費
用削減も可能です。また、この検査を母豚の産歴別に行えば、ウイルスの動き方のヒントを得ることもできま
す。例えば１～２産の子豚に陽性結果が集中する場合、更新豚が十分に免疫を確保していない状態で母豚群に
導入されている可能性が示唆され、更新豚の馴致方法を見直すきっかけになります。哺乳豚の具体的な検査方
法は図１に記載されています。
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 肉豚群のPRRSコントロール
　離乳舎または肥育舎でおきている感染を避けたり止めたりすることは困難な場合が多いので、肉豚群のPRRS
管理は多くの場合、臨床被害を最低限に抑えることを目的とします。すなわち、ピッグフローや免疫管理を通
してPRRSウイルスとうまく共存することを意図したプログラムが組まれることが一般的です。また最終目的が
農場のPRRS陰性化である場合も、最初にコントロールしてから陰性化を図る必要があるので、コントロールは
陰性化や撲滅の一つ手前のステップとも言えます。
　肉豚群のPRRSコントロールにおいて基本となる２つのポイントを以下にまとめました。

　1 PRRSウイルスの感染時期は遅い方が良い。
　　�　このことがなぜ重要なのでしょうか？肉豚の場合、PRRSウイルスは離乳舎後期または肥育舎でみられる

呼吸器複合感染（PRDC）に大きく影響します。PRDCでは、PRRSウイルス、マイコプラズマ、PCV2の
ような、肺の免疫機能を抑制する病原体の感染からスタートし、弱った肺に二次的な細菌性の病原体が感
染した結果、重篤な肺炎が引き起こされます。PRRSウイルス感染が若齢であればあるほど、PRDCによる
肺炎問題が大きくなる傾向にあるため、肉豚のPRRSウイルス感染はできるだけ遅い方が良いと言えます。
そのためには、特に哺乳豚や離乳直後の子豚の早期感染を避けることが重要であり、母豚群の免疫安定化
がスタート地点となるのです。

　2 免疫レベルの異なる豚を混ぜない。
　　�　陰性豚と陽性豚を混合すると、PRRSウイルスの動きが活発になります。ウイルスを撒き散らしている陽

性豚とウイルスの増殖に最適な環境である陰性豚を混合することで感染圧が増加し、豚群内でウイルスが
活発に動く原因となります。

　多くの肉豚群の場合、飼養管理でPRRSをコントロールすることが可能です。特に、部屋ごとのオールイン・
オールアウトの実施は水平感染の予防になるので、可能な限り豚のフローを工夫することが推奨されます。一
方、陽性豚と陰性豚の混合が避けられず、臨床的な被害もみられている状況では、ワクチンの接種が有用な場合
もあります。ワクチンによる防御効果は完全ではないかもしれませんが、基礎免疫を賦与することによって感染
後の臨床症状の軽減が期待できます。ワクチンを使用する場合は、感染の４週間前に接種することが重要です。
　ワクチンの他、農場防疫、人のフロー、豚のフローなど、対策を講じる段階で様々な要素が関与するため、ワ
クチンだけに頼っても期待通りの結果が得られない可能性があります。複数あるコントロールツールの中から
必要なものを選択し、総合的な対策を講じることが良い結果につながると考えます。

 ワクチンを使用したコントロールの事例
　ここで、具体的な事例をひとつ紹介します。南九州に所在する母豚数1000頭規模の一貫経営農場で、平成19
年の末から主にPCV2とPRRSの感染により離乳後の事故率が上昇し、一時50％にも上りました。PRRSウイル
ス感染は離乳舎の早い段階でみられ、肥育舎の事故は主に移動後約１ヶ月で感染するAPP2型によるものでした
が、APPワクチンは接種していませんでした。そこでまず、母豚から子豚へのPRRSウイルスの垂直感染・胎
盤感染を予防する目的で、平成19年の10月と11月に母豚全頭にPRRS生ワクチンを４週間間隔で一斉接種しまし
た。さらに、子豚のPCV2とPRRS対策として、平成20年の３月から約３週齢の子豚にPCV2ワクチンとPRRS
生ワクチンの同時接種を開始しました。同年の７月には子豚のPRRSワクチン接種を一旦中止しましたが、11月
には再開しました。
　PCV2とPRRSの子豚ワクチン接種を３月に開始してから、離乳舎での事故率は10％以下（以前の１／４以下）
となり、大きく改善しました（図２）。しかし、PRRSワクチン接種を中止した翌月の８月以降、40～80日齢の
子豚での事故率が上昇し、離乳舎で10％を超えてしまいました。その原因を解明するために血液検査を実施し
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図２　乳舎の死亡率の推移（％）
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平成19年10月～平成21年４月の離乳舎事故率の推移を示す。Pre－Vx＝PCV２とPRRSワクチン接種前、Vx１＝PRRS＋
PCV２ワクチン接種、Vx２＝PCV２ワクチンのみ接種、Vx３＝PRRS＋PCV２ワクチン接種。
水平線はその期間中の平均値を示す。上下の水平点線は値のバラツキ（正規分布の標準偏差3σで99.7％の値）の上限と下限を示す。

たところ、問題となる40～80日齢の子豚からPCV2ウイルスは検出されませんでしたが、50～80日齢子豚では
PRRSウイルスが強陽性というPCR検査結果が出ました。そこで同年の11月にPRRSワクチンの子豚接種を再開
したところ、離乳舎の死亡率は再び改善し、10％以下に減少しました（図２）。

　この農場は、子豚へのPCV2ワクチン接種で離乳舎の事故率を改善できたものの、PCV2以外にもPRRSのコ
ントロールが必要だったケースです。PRRS生ワクチンの子豚接種を組み合わせることによって、さらなる事
故率の改善が可能になりました。肥育舎でも事故率の改善が見られましたが、肥育舎の主な死亡原因がAPPで
あったため、離乳舎ほどの改善率は認められませんでした。この農場では、子豚のPCV2ワクチン接種が顕著な
事故率の改善につながり、PRRSをコントロールすることによって更なる生産性の改善がみられたことから、事
故率及び生産性の低下にPRRSウイルスの感染が大きく関与していたことが明らかになりました。

 最後に
　PRRSのコントロールが困難である理由のひとつとして、どの農場でも確実に成功する共通の対策法が存在し
ないことが挙げられます。したがって、PRRSの対策は個々の農場の疾病状況、飼養形態、立地条件などに合わ
せて個別に検討する必要があります。対策を立てる中で重要なのは、①達成したい目標を明確にすること（母
豚群の免疫安定化、事故率の改善レベル、農場の陰性化など）、②農場施設、飼養形態、他の疾病問題や経費な
ど、制限事項を考慮すること（できることとできないことを明確にし、できることの中で最善を尽くす）、そし
て、③従業員も含め、関係者全員の理解と協力を得て対策を講じることです。多くの場合、PRRS問題はすぐに
解決されないため、一度決めた対策は最短６ヶ月間続けることも大切です。



28MPアグロ ジャーナル  2010.10

レポートコーナー

写真１　病魚の遊泳状況

写真２　病魚外観（スレ）

写真３　病魚外観（症状なし）

鹿児島県水産振興課

平 江　多 績

養殖カンパチの脳脊髄炎

　今回の発生は、平成20年５月10日～5

月下旬（水温20～23℃）で、鹿児島湾

内の離れた数カ所の養殖場で同時に発

生し、病魚はすべて海南島から同じ運

搬船で運ばれたものでした。１生簀の

15,000尾を追跡調査したところ、日間

死亡尾数は50～100尾、終息までの20

日間で累積死亡尾数は1,500尾でした。

病魚は写真２のとおり、生簀網への衝

突によるものと思われる頭部や各鰭の

先端部のスレ（←部分）がみられまし

たが、写真３のように全く無症状の病

魚も含まれていました。

　中国海南島から本県養殖場へ導入された200ｇ前

後のカンパチが、池入れ直後から写真１のように螺

旋状に旋回遊泳し水面近くを鼻上げしながら死亡す

る事例がみられました。関係者は以前からこれを「カ

ンパチ稚魚のキリキリ舞」と呼んでいましたが、導

入後しばらくすると自然に終息し、近隣の魚に伝染

するような病気ではないことから原因の究明が遅れ

ていました。

 はじめに

 死亡の状況
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写真４　脳にみられた微胞子虫　　　　　　　　
：（独）水産総合研究センター養殖研究所提供

　養殖業者への聞き取りによると、今回の死亡事例

は海南島で台風を避けるために水深の浅い海域に移

動したカンパチだけにみられたことが分かりまし

た。推測の域を出ませんが、海底近くの微胞子虫が

台風の波浪により巻き上げられ、これと接触したカ

ンパチが感染した可能性が示唆されます。また、台

風時は給餌作業ができないため、空腹のカンパチが

養殖生簀内に紛れ込んだ生物を積極的に摂餌して、

経口的に感染した可能性も否めません。

　台風という自然現象と生簀の移動、無給餌という

人為的な要因がカンパチにとって寄生体を受け入れ

やすい条件を満たしたのかもしれません。

　写真４の微胞子虫と思われるものが中枢神経（脳

および脊髄）から見つかり神経組織の炎症反応も確

認することができたため原因は微胞子虫による脳脊

髄炎と結論づけられました。後に、この寄生虫は、

Spraguea属に比較的近い微胞子虫で、アンコウの

神経節細胞に寄生する微胞子虫として知られている

Spraguea lophiiとSSUrRNA遺伝子配列の一致度が

96%であることが分かりました。寄生部位は運動に

関与する神経核が存在する延髄付近に多かったこと

から異常遊泳を起したと思われます。

　今現在これらの寄生虫を積極的に駆除する知見は

ありませんし、発病するまでは見極めも困難です。

対策としては人工種苗の導入や、天然種苗の場合は

水深の深い場所で適正な給餌管理により育成された

種苗、つまり寄生虫侵入のリスクが低い種苗を導入

することが重要だと思います。

（鹿児島県水産技術開発センター機関誌 うしお第319号より一部抜粋改変）

 原　因

 養殖状況と感染の関連

 対　策
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下関唐戸魚市場株式会社

鈴 木　智 雄

ふく養殖の歴史

　「ふくと言えば下関、下関と言えばふく」という言葉があるように、下関にとっ

ては「ふく」は名産品であり一大産業であり、また山口県の県魚でもあります。

　昭和49年に、下関市彦島にフク専門の市場として「南風泊市場」を開設して以

来、天然トラフグの集散地として大きなシェアを持っていました。しかし、資源の

枯渇や漁船の小型化また、高齢化などによる漁船の減少などでその取扱量は大きく減少してきています。また、

同時に、トラフグ養殖の技術の向上、販売価格の高さなどにより、ハマチ、マダイ養殖からの転換などで生産

量が増大し、今では取扱量の大部分が養殖トラフグになっています。

　トラフグ養殖の初期は、鹿児島（奄美大島など）や愛媛県など水温が高い地域が主な生産地で、大型船での数

万本単位での出荷が主流でした。当初は、大きくすれば良い、品質よりもサイズが優先でしたが、その後、生

産量が増えるにつれて、大きさはもとより品質が求められるようになりました。

　過密養殖などの影響か、病気（口白症、ヤセ病）などが出るようになり産地が北上しています。平成になるこ

ろには、熊本県が主生産地になり、同じように病気などで歩留まりが落ち経営できなくなってきています。平

成10年ころからは主生産地が長崎県に移り、今では全体の60％位になってきています。

　また、海外に目を向けると、初期のころは韓国で養殖が行われましたが、水温が低いことで成長が悪く採算

が合わずに撤退。その後、台湾でも行われましたが、生産海域（南シナ海からの輸入は禁止）の関係で撤退し

ていきました。平成に入ると、中国での養殖が盛んになり、一時は、日本の生産量と同等かそれ以上になりま

した。この中国からの輸入が増加するに従って、相場が次第に下落していき、日本の生産者は原価ぎりぎりの

状態が何年か続きました。ここ数年は、景気の低迷もあり、トラフグは特に高級魚であることから、他の養殖

魚に比べても影響が大きく、消費者の低価格指向や若年層の魚離れなどにより販売不振に陥り、生産原価を大

きく割るような相場での取引が続きました。

　以前は、夏場は端境期にあたり、出荷量が減少し相場を引き上げて、９月からのシーズンに入ることが多かっ

たのですが、最近では陸上養殖が盛んになってきており、いつでも安定的に出荷が見込めるために相場が一度

低迷するとなかなか回復するきっかけがつかめない状況になっています。

　生産者は、原油価格の上昇や飼料の高騰などで年々生産原価が上昇しているのに、販売価格は低迷する状態

が続いていることから、経営的に苦しく、廃業に追い込まれるところが増えてきています。

　フグの取扱は、各県の免許制で、誰でも取扱ができるものではありません。各県で基準が違うために、他の

県では無効になるために今後は全国統一の免許制にすべきではないかなど、取扱に関しても問題があります。

　下関では、日本の生産量の約35~40%の取扱をしています。全国の相場も下関のセリ値が大きく影響していき

ますので、生産者が今後も経営を続けていけるような適正価格での販売を心がけていこうと思います。
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介紹店支

●網走市

●帯広市

●稚内市

宗谷支庁

●札幌市
●富良野市

●旭川市

留萌支庁

空知支庁
上川支庁

②

⑥ ⑧

④ ⑦ ③

①
⑤

⑫

⑪⑨

⑩

　北海道のほぼ中央に
位置する旭川。担当エ
リアは上川・空知・留
萌・宗谷の道央北４支
庁です。営業９名、業
務２名、薬剤師１名の
計12名が、夏の30℃、冬の－30℃の気温差に負けず、
日々「元気と、かがやき」で頑張っています。
　北海道の屋根大雪山系、ラベンダーの富良野・美
瑛、日本の北の果て宗谷岬、勿論、今全国でも有
名な旭山動物園も旭川です。北海道を体験するに
は最高の地域です。（特に冬！）

 ① 沼 岡　正 義� （支店長）　

　出身：北海道　趣味：自然探索　血液型：B
　カントリーライフに憧れる単身赴任（２年目）

 ② 堀 　　義 樹� （旭川第一チームリーダー）　

　出身：北海道　趣味：子供とプラレール　血液型：AB
　明日は、いいこと　あります様に！

 ③ 賀 谷　直 樹� （旭川第１チーム）　
　出身：埼玉県　趣味：マラソン　血液型：A
　ホノルル目指し、多方面でこれからも走ります。

 ④ 鎌 田　哲 史� （旭川第１チーム）　

　出身：北海道　趣味：日ハム観戦　血液型：O
　好き嫌いを無くす！！！

 ⑤ 戸 鼻　拓 也� （旭川第１チーム）　

　出身：北海道　趣味：野球　血液型：A
　心身共に鍛えます。

 ⑥ 大 場　政 樹� （旭川第２チームリーダー）　

　出身：北海道　趣味：観光地での写真撮影　血液型：A
　そろそろ海外旅行でもいきたいな♪

旭川支店

ーバンメ 介紹
 ⑦ 石 田　太 志� （旭川第２チーム）　

　出身：北海道　趣味：ドライブ・子育て　血液型：B
　朝剃ってきたんだけどなぁ～泥棒髭の営業マン～

 ⑧ 朽 木　静 一� （旭川第２チーム）　

　出身：北海道　趣味：ドライブ　血液型：O
　今の目標はバイクを買換えツーリングをすることです。

 ⑨ 中 川　雄 仁� （旭川第２チーム）　

　出身：北海道　趣味：お店めぐり　血液型：O
　がむしゃらに頑張ります。

 ⑩ 佐 藤　志 保� （旭川チーム・業務）　

　出身：北海道　趣味：読書　血液型：B
　丁寧な仕事を心がけて頑張ります。

 ⑪ 馬 場 巳希子� （旭川チーム・業務）　
　出身：北海道　趣味：うたうこと　血液型：B
　毎日猫達に癒されています。

 ⑫ 水 谷　　 満� （旭川支店管理薬剤師）　

　出身：北海道　趣味：囲碁・コリー犬　血液型：A rh︲
　日々是好日

　さぁ！今日も北の国から元気を届けます。
� （支店長 沼岡 正義）



32MPアグロ ジャーナル  2010.10

岡山県

鳥取県

島根県

広島県

兵庫県

●岡山市
●倉敷市

●津山市

介紹店支

②

⑥

⑧④⑦

③ ①

⑤ ⑫⑪

⑨ ⑩

⑭

⑬

　瀬戸大橋によって、
日本海―瀬戸内海―
太平洋が結ばれ、近
畿―九州ラインに接続する中国・四国地方の交通の
結節点として位置する岡山。その岡山市北部に位置
する当支店は、12名の営業マンと管理薬剤師１名に
業務１名の計14名で、岡山県と兵庫県の一部、広島
県の一部を担当しています。
　後楽園や倉敷美観地区などの観光地と、「晴れの
国おかやま」ならではの甘い果実。そんな岡山で晴
れの日目指してみんなで日々営業しています。
� （支店長 清水 　勝）

 ① 清 水　　 勝� （支店長）　
　出身：岡山県　趣味：田舎暮らし　血液型：B
　朝もやの朝日に向かいて市中の山居。

 ② 中 村　吉 宏� （岡山１チームリーダー）　
　出身：岡山県　趣味：おいしいものをたべること　血液型：Ｂ
　『脱皮できない蛇は滅びる』

 ③ 石 井　健 一� （岡山１チーム）　
　出身：岡山県　趣味：週２回ＳＰジム通い スキー 果樹栽培　血液型：A
　継続は力なり　石の上にも３年

 ④ 伏 見　晋 輔� （岡山１チーム）　
　出身：岡山県　趣味：自転車　血液型：Ｂ
　新目標！取り組みます。

 ⑤ 塩 田　浩 章� （岡山１チーム）　
　出身：岡山県　趣味：ゴルフ、酒　血液型：Ｂ
　初心を忘れず一生懸命頑張りますので宜しくお願い致します。

 ⑥ 川 端　弘 行� （岡山２チームリーダー）　
　出身：岡山県　趣味：運動と適度な飲酒　血液型：Ｂ
　より良い物を提案致します

 ⑦ 森 藤　禎 文� （岡山２チーム）　
　出身：岡山県　趣味：車　血液型：Ａ
　花よりも　花を咲かせる　土になれ。

岡山支店

ーバンメ 介紹
 ⑧ 赤 松　勇 治� （岡山２チーム）　
　出身：香川県　趣味：筋トレ　血液型：Ａ
　何事にも今までの３割増しのフットワークで取り組みたいです。

 ⑨ 若 狭　雄 二� （岡山２チーム）　
　出身：岡山県　趣味：SCUBA DIVING 音楽鑑賞　血液型：Ｂ
　今日も一杯ビールがうまい！

 ⑩ 篠 原　伸 治� （岡山３チームリーダー）　
　出身：徳島県　趣味：マラソン　血液型：B
　サブスリーまで後２分、日々 トレーニング中。2010北海道マラソン参加。

 ⑪ 口 田　　 智� （岡山３チーム）　
　出身：鳥取県　趣味：史跡めぐり　血液型：Ａ
　不言実行

 ⑫ 山 田　雅 彦� （岡山３チーム）　
　出身：広島県　趣味：釣り、バドミントン　血液型：Ｂ
　今の自分より未来の自分が進歩していたい。

 ⑬ 松 山　尚 子� （岡山支店業務）　
　出身：岡山県　趣味：登山　血液型：Ｂ
　早く・正確に・心を込めて、頑張ります！

 ⑭ 相 川　尚 弘� （岡山支店管理薬剤師）　
　出身：広島県　趣味：魚釣り　血液型：０
　All for one One for All
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（2010年10月１日現在）組織一覧
2010年10月1日付けで、以下の通り組織機構を改編いたしました。
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氏　　名 新職位・委嘱事項

取締役

新 谷　太 郎 代表取締役会長

松 谷　隆 司 代表取締役社長

藤 原　伸 作 取締役副社長　営業本部長

松 岡　　 稔 取締役副社長　営業本部 副本部長　九州・食品営業部担当

野々上 尊 彦 取締役　管理本部長

小 林　幸 弘 取締役　相談役

高 世　健 一 取締役（社外取締役）

監査役 木 瀬　　 彰 監査役（非常勤）　（社外監査役）

取締役・監査役一覧
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MAKER CORNER

2010年６月１日共立製薬株式会社と川崎製薬株式会社は統合し、単体売上350億円、社員
516名の新しい共立製薬株式会社となりました。

　――と願って、ジステンパーワクチンを日本に導入するという小さな一歩か
ら始まった事業は、半世紀を超えた今、「人と動物と環境の共生をになう」を経
営理念とする企業グループとなって、更に大きな挑戦を続けています。伴侶動
物用医薬品事業、農水産動物用医薬品事業、人体用医薬品事業、環境衛生関連
事業を四本の柱とし、先端技術開発センター（つくば）、川崎・埼玉・広島の三
工場を進化の核に見据えるグループは、総売上500億円、経常利益100億円（い
ずれも2010事業年度計画）の達成へ向けて着実な前進を遂げて来ました。
　四本の柱のそれぞれが、人と動物のきずな、食の安全と安心、少子・高齢化

社会への貢献、産業公害の低減、をになうことを社会的責任と捉え、グループ社員1200名の英知と総力を結
集して21世紀の繁栄を具現して行くつもりであります。

人  商品  業績

共に珠玉の如き

会社でありたい

 人 と 動物 と

環境 の

共生をになう

　21世紀は、人類にとって動物たちが最も必要とされる時であると考えられて
います。伴侶動物は家族の一員であり、また動物介在活動や療法そして教育に
も重要な役割を担っていることが証明されはじめています。伴侶動物用医薬品
事業の分野では、動物たちの生涯の健康と幸せのために、高品質ワクチン、製
品群、食事療法食はもとより、老齢化のケアやライフサイクルに即したQ.O.L.の
充実など環境づくりへ向けて、きめ細かく支えています。
　農水産医薬品事業の分野では、予防・治療そして繁殖の全方位を網羅した厚
い製品群により畜産動物の生産管理を支え「食の安全・安心」に、大きく貢献

しています。HACCPを先駆的に導入・推進し、生産性の向上に寄与し、また瞬時に世界へ拡散する感染症
の脅威に対して、防疫や公衆衛生の面から貢献を続けています。
　医薬品の研究・開発・製造の拠点としての先端技術開発センター、川崎・埼玉・広島の三工場では、我が
国初の養殖魚用のワクチン開発、遺伝子組み換え技術による製品、バイオ工学技術による新世代の各種製剤
の開発ほか、さまざまな“高品質”への挑戦をしています。

<グループ企業>

日本カルミック株式会社
ビル環境の“衛生と安全”をヘルスケア事業とし
て、“環境負荷低減”をエンジニアリング事業と
して41年、常に時代の先端を走り続けています。

イソップ薬品株式会社
小動物獣医師を対象に、医薬品等を提供してい
ます。

新エポリオン株式会社
消臭・脱臭剤の研究・開発及び製造・販売メーカー。
臭気対策が環境汚染防止としての一翼を担います。

共立製薬株式会社
代表取締役 会長兼社長

本　社：東京都千代田区九段南一丁目５番10号
創　立：1955年５月
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１mL中　　　
マルボ　　
　フロキサシン
100mg含有

１mL中　　　
マルボ　　
　フロキサシン
　20mg含有

新 製 品 紹 介
共立製薬株式会社

犬猫の嘔吐や食欲不振に。
犬にも猫にも使える動物用医薬品です。
１日２回の投与。
　１日１～２回の投与で、嘔吐や食欲不振
の症状を改善します。
高い安全性と確かな効果。
　臨床試験により、安全性と有効性を確認
しています。

■用法・用量
　通常、体重１kg当たり塩酸メトクロプ
ラミドとして下記量を１回量として１日
１～２回、経口投与する。
　犬：0.125～2.0mg　猫：0.4～2.5mg
■効能・効果
　犬：�胃炎・腸炎等に伴う嘔吐・食欲不振、

駆虫剤投与時の嘔吐
　猫：胃炎・腸炎等に伴う嘔吐・食欲不振

（株）レオ・コーポレーション T2ペット用飲料水
黒酵母発酵液＋機能性乳酸球菌EF-2001配合

クリアエイド
（特許第4538024号）

13名の獣医師と44頭のワンちゃんの協
力により生まれた自然の力によるサプリ
メント！
黒酵母発酵液と乳酸球菌のダブルパワー。

■原材料名
　黒酵母発酵液、乳酸球菌、ビタミンＣ、
リンゴ抽出物、クエン酸

■内容量
　８g×30包

■与え方
　体重10kgに対し１袋から２袋を餌に
混合するか餌の上に振りかけてください。

動物用医薬品　犬猫用制吐・消化器機能異常治療剤

ボミットバスター ®錠５mg

DSファーマアニマルヘルス株式会社動物用医薬品
抗炎症ステロイド点眼剤

ステロップ®
日本初の、抗炎症ステロイド点眼剤が誕生。

■特　性
◦�イヌの眼科領域の抗炎症剤として、日本

で初めてのステロイド性抗炎症点眼剤
です。

◦�急性結膜炎およびぶどう膜炎などの、各

種実験的眼炎症に抗炎症作用が認めら
れています。

◦�イヌの結膜炎、角膜炎、眼瞼炎に高い臨
床効果を示します。

　【有効率（有効以上）93.1%（94/101例）】
　　※�本剤投与群の総症例106例の調査では、副作用は

認められませんでした。
◦�イヌのぶどう膜炎に高い臨床効果を示

します。
　【有効率（有効以上）96.2%（25/26例）】
　　※�総症例32例中２例（6.3%）に副作用が認められ

ました。副作用の内容は、点眼時刺激症状１件
（3.1%）、眼圧の上昇１件（3.1%）でした。

明治製菓株式会社

マルボシル®２％ マルボシル®10％
動物用医薬品　要指示医薬品　牛・豚用注射剤

●�静脈内投与（牛）及び筋肉内投与（牛・豚）
が可能

●�筋肉内投与部位の局所変性を低減
●�短い使用禁止期間を実現（使用禁止期間

／牛：４日、乳牛：48時間、豚：４日）

■�動物専用のニューキノロン剤でマルボ
フロキサシンが有効成分

■�子牛・子豚から成牛・成豚まで、使い勝
手で選べる２種類の濃度

■�牛・豚の細菌性肺炎、牛のマイコプラズ
マ性肺炎に優れた効果

■�優れた薬物動態により、速やかな体内分
布を実現
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新 製 品 紹 介

集

後

編

記

テ ル モ 株 式 会 社に含まれる糖たんぱくの一種で、多くの
食品に使われています。

◦ポリグルタミン酸
　納豆より抽出したたんぱく質の一種です。

オラフォートには、ほかにもアスコルビン
酸、茶抽出物、ルブス乾燥エキスなどの成
分をバランス良く配合しています。

■内容量
　60g（２g×30袋）

■使用方法
　１回１gを目安として、1日２回食事に
まぜて与えてください。

日 生 研 株 式 会 社 動物用医薬品　要指示医薬品

日生研NBBEG不活化
オイルワクチン
■特　徴
◦�鶏に与えるストレスが小さいオイルア

ジュバント
　�　副作用の少ない代謝性オイル（植物

油）を主体とした油性アジュバントを使
用しています。このアジュバントは油
性アジュバントとしての機能を保ちな
がら、注射局所反応の発現を押さえた
もので、鶏に対するストレスが軽減さ
れた安全性の高いワクチンです。

◦�ニューカッスル病（ND）ワクチンウイルス
　�　1963年に分離された石井株は、その

免疫原性と安全性は、長く使用されて
きた実績が物語っております。

◦鶏伝染性気管支炎（IB）ワクチンウイルス
　�　ワクチン株として1951年にわが国

で最初に分離された石田株と、変異株
として1989年に分離された宮崎株を
使用していますので、古典型から変異
型まで幅広い抗原域をカバーでき、優
れたIB予防効果が期待できます。

◦�産卵低下症候群-1976（EDS-76）ワク
チンウイルス

　�　わが国で分離され、発育鶏卵で増殖
できるBK-87株を使用しました。発育
鶏卵で増殖したウイルスを用いた抗原
は鶏体内で細胞成分に対する抗体がで
きません。

◦�伝染性ファブリキウス嚢病（IBD）ワク
チンウイルス

　�　国内におけるIBD流行事例から分離
されたウイルス由来のI・Q株を使用し
ています。

■効能又は効果
　ニューカッスル病、鶏伝染性気管支炎、
産卵低下症候群-1976及び伝染性ファブ
リキウス嚢病の予防

獣医師専用品　犬用栄養補助食品
卵黄・乳酸菌加工食品

オラフォートTM

モリモリ食べる、チカラになりたい。
卵黄・乳酸菌の「オラフォート」です。

■特　徴
◦卵黄粉末
　卵黄より抽出したたんぱく質の一種です。
◦乳酸菌
　�健康を維持する善玉菌として多くの食

品に利用されています。
◦ラクトフェリン
　�哺乳動物の乳汁中（特に初乳には多い）

■用法及び用量
　35日齢以上の種鶏及び採卵鶏の脚部筋
肉内に0.2mLを注射する。

■貯　法
　２～10℃の暗所

■有効期間
　３年間

■包　装
　１本 200mL
　（1000dose）

　10月号も多くの貴重な原稿を頂きましてありがとうござい
ました。おかげさまでより充実した内容にすることが出来ま
した。どうかこれからもよろしくお願いいたします。
　今年の夏は、宮崎の口蹄疫の発生を始め、各地記録的な猛
暑となり家畜にとって受難の年になりました。暑熱による地
域別産業動物の被害状況について農水省の発表によりますと、
７·８月の２ヶ月間だけでも平成20年に比べて、北日本を中心
に被害が拡大しています。統計に示されてはいませんが、各畜
種とも生産性の著しい低下が認められています。
　10月に入り朝夕涼しくなり生産性の回復が期待されますが、
１日の温度差が大きくなりより一層の飼養衛生管理が必要と
なります。我々にとっても同様に、睡眠・栄養・休息など体調
管理には気をつけたいものです。
� （編集長：MPアグロ研究室　菊畑 正喜）

　多忙な合間を縫って巻頭に寄稿してくれた旭山動物園の小
菅正夫前園長は、大学同期で同年齢。今年、旭山動物園退職
後、フリーとなって、象をはじめとする野生動物と、人間や
動物園をつなぐため存分に活躍中。彼に触発され、生産現場
に喜ばれる仕事をして社会貢献したいと念ずる「北のよろず

相談獣医師」です。
� （編集委員：北海道営業部　佐藤 時則）

　口蹄疫がやっと治まりだした時に、今度は赤潮の発生により
多大な養殖魚が斃死しました。被害にあわれた畜産・水産業者
の方々に心よりお見舞い申し上げます。九州はこのように大打
撃を受けてしまいましたが、再び畜産業、水産業が再興し勢い
を盛り返すことを心より祈る次第です。
� （編集委員：MPアグロ研究室　前田 　俊）

　激しい夏の暑さから開放されようやく秋らしくなってまい
りました。ＭＰアグロ ジャーナルも表紙を秋の後楽園で飾り
ました。300年前岡山藩２代目藩主池田綱政公が家臣津田永忠
に命じて造らせ茨城県水戸の偕楽園、石川県金沢の兼六園と
共に日本三名園として四季折々いろんな表情を見せてくれま
す。別名烏城（うじょう）、金烏城と呼ばれる外観を黒漆塗
りの下見板で覆った岡山城を入れて撮影された後楽園の景色
は有名ですが、今回の秋の景観は非常に珍しくその場にすぐ
行ってみたい衝動に駆られます。
� （編集委員：総務部　前田 　進）
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ふき取りキットを使った
ふき取り検査

スタンプ法による
ふき取り検査 食品検査

TEL  03-3243-6225
e-mail  sanita-kun@chisso.co.jpFAX  03-3243-6219

一般生菌用 大腸菌群用

真菌用迅速タイプ 黄色ブドウ球菌用

大腸菌・大腸菌群用 サルモネラ用

滅菌水パック

不織布に試料液を添加するだけの簡単操作で、正確な微生物検査を実施できます。

ライフケミカル部

AOAC認証取得
食品衛生検査指針収載

微生物検査が手軽・正確にできる！
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2009年4月現在

乳休薬
のPG!
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Kanto Reagents

http://www.kanto.co.jp E-mail;diag-info@gms.kanto.co.jp



広告掲載に関するお問い合せは
　　MPアグロ株式会社 岡山オフィス 人事総務グループ 前田（TEL ： 086-224-1811　E-mail：770580maeda@mediceo-gp.com）
� までお願いいたします。
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支店名 住　所 電話番号 ＦＡＸ
本 　 　 社 061-1274　北海道北広島市大曲工業団地 6 丁目 2 番地 13 011-376-3860 011-376-3755
東京オフィス 103-0027　東京都中央区日本橋 2 丁目 10 番 5 号 第２SK ビル 7F 03-5299-9003 03-5299-9050
札 幌 支 店 061-1274　北海道北広島市大曲工業団地 6 丁目 2 番地 13 011-376-2500 011-376-2600
旭 川 支 店 070-0040　北海道旭川市 10 条通 13 丁目左 2 号 0166-26-0281 0166-25-3532
函 館 支 店 041-0807　北海道函館市北美原 1 丁目 4 番 11 号 0138-47-2451 0138-47-2454
帯 広 支 店 080-0028　北海道帯広市西 18 条南 1 丁目 2 番 37 0155-41-2700 0155-41-2600
北 見 支 店 090-0056　北海道北見市卸町 1 丁目 8 番地 2 0157-36-7555 0157-36-7785
釧 路 支 店 084-0906　北海道釧路市鳥取大通 4 丁目 18 番 24 号 0154-51-9207 0154-51-9206
青 森 支 店 030-0131　青森県青森市問屋町 1 丁目 7 の 21 017-738-7841 017-738-8625
八 戸 支 店 039-1121　青森県八戸市卸センター 2 丁目 2 の 13 0178-20-2011 0178-28-5811
秋 田 支 店 019-2625　秋田県秋田市河辺北野田高屋字上前田表 77 番 1 018-881-1550 018-881-1551
盛 岡 支 店 020-0891　岩手県紫波郡矢巾町流通センター南 3 丁目 4 の 17 019-638-3291 019-638-3294
一 関 支 店 029-0132　岩手県一関市滝沢字鶴ヶ沢 7 の 7 0191-23-2756 0191-23-6559
山 形 支 店 990-2339　山形県山形市成沢西 4 丁目 4 番 16 023-688-3121 023-688-3138
仙 台 支 店 982-0032　宮城県仙台市太白区富沢 2 丁目 20-18 022-245-4306 022-245-4391
郡 山 支 店 963-0204　福島県郡山市土瓜 1 丁目 230 番地 024-962-7713 024-951-6200
東 京 支 店 144-0044　東京都大田区本羽田 1 丁目 17 番 3 号 03-5735-1558 03-5735-1838
札幌物流センター 061-1274　北海道北広島市大曲工業団地 6 丁目 2 番地 13 011-376-2500 011-376-2600
帯広物流センター 080-0028　北海道帯広市西 18 条南 1 丁目 2 番 37 0155-41-2700 0155-41-2600
盛岡物流センター 020-0891　岩手県紫波郡矢巾町流通センター南 3 丁目 4 の 17 019-638-3291 019-638-3294
岡山オフィス 700-0822　岡山県岡山市北区表町 3 丁目 5 番 1 号 086-224-1811 086-224-1819
リサーチセンター 703-8256　岡山県岡山市中区浜 1 丁目 10 番 5 号 086-270-9510 086-270-8371
京 都 支 店 601-8212　京都府京都市南区久世上久世町 83-1 075-925-1137 075-925-4878
大 阪 支 店 578-0951　大阪府東大阪市新庄東 2 番地 13 06-4309-9339 06-4309-9330
泉 南 支 店 590-0522　大阪府泉南市信達牧野 441 番地の 4 072-480-1131 072-482-5533
和 田 山 支 店 669-5202　兵庫県朝来市和田山町東谷 14 の 1 079-670-1311 079-670-1312
明 石 支 店 673-0005　兵庫県明石市小久保 5 丁目 7 番地の 9 078-926-1103 078-926-1106
岡 山 支 店 709-2122　岡山県岡山市北区御津吉尾 1 番地 1 0867-24-4880 0867-24-4889
尾 道 支 店 722-0024　広島県尾道市西則末町 8 番地 23 0848-22-2052 0848-24-7555
広 島 支 店 732-0802　広島県広島市南区大州 5 丁目 2 番 10 号 082-286-3566 082-286-3588
山 口 支 店 754-0896　山口県山口市江崎 2919 番地 1 083-989-5551 083-989-6355
鳥 取 支 店 689-2303　鳥取県東伯郡琴浦町徳万 451 番地 1 榎田ビル 1 階 0858-52-6151 0858-52-6155
松 江 支 店 690-0011　島根県松江市東津田町 392 番地 7 0852-24-4423 0852-24-1715
高 松 支 店 761-0301　香川県高松市林町 2534 番地 1 087-815-3103 087-815-3105
徳 島 支 店 771-1220　徳島県板野郡藍住町東中富字東傍示 1 番 1 088-693-4131 088-693-4132
松 山 支 店 791-2111　愛媛県伊予郡砥部町八倉 158 番地 1 089-969-0252 089-969-0253
宇 和 島 支 店 798-0085　愛媛県宇和島市宮下甲 1375 番地 1 0895-26-2710 0895-26-2730
御津物流センター 709-2122　岡山県岡山市北区御津吉尾 1 番地 1 0867-24-4816 0867-24-4882
福岡オフィス 812-0897　福岡県福岡市博多区半道橋 2 丁目 2 番地 51 号 092-451-8700 092-451-8710
福岡第一支店 812-0897　福岡県福岡市博多区半道橋 2 丁目 2 番地 51 号 092-451-8703 092-451-8723
福岡第二支店 812-0897　福岡県福岡市博多区半道橋 2 丁目 2 番地 51 号 092-451-8707 092-451-8715
福岡食品支店 812-0897　福岡県福岡市博多区半道橋 2 丁目 2 番地 51 号 092-451-8708 092-451-8716
検査センター 810-0023　福岡県福岡市中央区警固 1 丁目 15 番地 38 号 092-711-2746 092-711-2747
熊 本 支 店 862-0967　熊本県熊本市流通団地 1 丁目 10 番地 2 号 096-377-2716 096-379-6345
宮 崎 支 店 885-0021　宮崎県都城市平江町 28 号 3 － 2 0986-46-2077 0986-25-8931
都 城 支 店 885-0021　宮崎県都城市平江町 28 号 3 － 2 0986-25-8900 0986-25-8931
鹿 児 島 支 店 891-0131　鹿児島県鹿児島市谷山港 2 丁目 3 番地 5 099-284-2510 099-284-2512
鹿 屋 支 店 893-0065　鹿児島県鹿屋市郷之原町 15104 番地 1 号 0994-44-3456 0994-44-3457
唐津食品支店 847-0022　佐賀県唐津市鏡字才三町 2525 番 1 号 0955-77-3322 0955-77-3443
鳥栖食品支店 841-0048　佐賀県鳥栖市藤木町字若桜 1 番地 20 号 0942-81-3161 0942-84-6508
福岡物流センター 812-0897　福岡県福岡市博多区半道橋 2 丁目 2 番地 51 号 092-451-8709 092-451-8717

事業所一覧


